
もくじ
くらしのガイド　　　　　　　　　　　　　８
すくすく子育ていきいき健康　　　　　　　14
わくわくおでかけナビゲーション！　　　　17
※イベントなどは、１月13日現在の情報を掲載
　しています。

写真は１月１日『元旦縁起もちつき』
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民生委員・児童委員
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新しい市役所本庁舎のお知らせ・パブリックコメント（意見公募）を行います2023.２月号５

問い合わせ
本庁舎整備推進グループ
（☎57１０９８）

パブリックコメント（意見公募）を行います
◀
市公式
ウェブ
サイト

新しい市役所本庁舎のお知らせ
パブリックコメント（意見公募）を行いますパブリックコメント（意見公募）を行います

現在の市役所庁舎跡地の利活用について現在の市役所庁舎跡地の利活用について
　市役所庁舎が令和８年度中に旧陸上競技場敷地に移転す
ることから、現在の庁舎跡地の利活用を始めとした中央地
区のまちづくりを協議するため、昨年12月に『登別市中央
地区まちづくり協議会』を設置しました。
　また、将来のまちづくりに関することを話し合うため、
同協議会のほか、ワーキンググループや学生委員会を設置
して、次世代を担う若い世代から意見などを聞く体制にす
る予定です。
　協議の内容については、市公式ウェブサイトの専用ペー
ジ（新しい市役所本庁舎整備事業）に掲載していきますの
で、ぜひご覧ください。

▲基本設計説明書（案）の一部

案件　登別市本庁舎建設基本設計説明書（案）
募集期間　決定次第、市公式ウェブサイトでお知らせしま
す

閲覧場所　市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、し
んた21、市立図書館、市立図書館アーニス分館、市民活
動センター、登別温泉郵便局、本庁舎整備推進グループ
のほか市公式ウェブサイトでも閲覧することができます。

提出方法　申請フォームからの送信、閲覧場所に備え付け
の様式か任意の用紙に①案件名、②住所、③氏名、④電
話番号、⑤意見を記入し、閲覧場所
に備え付けの意見箱に投函するか郵
送またはファクスで本庁舎整備推進
グループ（〒059-8701中央町６丁目
11・　85１１０８）

◀最新
情報は
こちら

▲申請フォーム

▲ワーキンググループの様子

再生可能エネルギー導入推進
戦略（案）

２月６日㈪～３月７日㈫ ２月８日㈬～３月９日㈭

商工労政グループ 土木・公園グループ

☎85２１７１ ☎85４１１５
83５３０２ 85８２８６

再生可能エネルギー設備の設置
に関するガイドライン（案）

登別市みどりの
基本計画（案）

市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、しんた21、市立図書館、市立図書館アーニス分
館、市民活動センター、登別温泉郵便局、担当グループ、市公式ウェブサイト
閲覧場所に備え付けの様式か任意の用紙に案件名、住所、氏名、電話番号、意見を記入し、
閲覧場所に備え付けの意見箱に投函するか、郵送またはファクスで担当グループ

〒059-0012中央町４丁目11
登別中央ショッピングセンター・アーニス２階 〒059-8701中央町６丁目11

FAX FAX

案 件

募集期間

閲覧場所

住 所

電 話

申し込み
フォーム

ファクス

提出方法

提 出 先

FAX

鷲別町２丁目32－１
新生町、栄町、若草町、鷲別町、美園町、上鷲別町

　地域包括支援センターは、住民の方が住み
慣れた地域で安心して暮らしていくために必
要な支援を行う、地域の『総合相談窓口』で
す。
　主任ケアマネジャーや保健師、社会福祉士
などが地域住民の方の相談や悩み事を聞き、
介護予防や健康づくりなどを支援し、暮らし
を支えています。

問い合わせ　高齢・介護グループ （☎ 85５７２０）

○地域包括支援センターはどんなところ？○地域包括支援センターはどんなところ？

　どこに相談していいのかわからない心配事なども、お住まいの地区を担当する地域包括支援センター
にご相談ください。
　お話を聞き、行政機関や医療機関、民生委員などと連携して支援していきます。
　相談は無料です。

○まずは地域包括支援センターにご相談ください○まずは地域包括支援センターにご相談ください

○各地域の包括支援センター○各地域の包括支援センター
『けいあい』（☎82５００５）

住所
地区

『登別市地域包括支援センター』『登別市地域包括支援センター』あなたのそばにあなたのそばに

登別東町３丁目１－２
カルルス町、上登別町、登別
温泉町、中登別町、登別東町、
登別本町、登別港町、札内町、
富浦町、新栄町、幸町、千歳
町、幌別町、来馬町、常盤町、
中央町

あおい（愛桜）
（☎83０５１１）

住所
地区

片倉町６丁目９－１総合福祉センターしんた21内
柏木町、富士町、片倉町、新川町、鉱山町、桜木町、
川上町、青葉町、緑町、大和町、若山町、富岸町

ゆのか （☎88２１０６）

住所
地区

北海道登別明日
中等教育学校

ゆのか
（しんた21内）

↓

至
JR幌別駅

↑ 至郷土
資料
館

道央
自動
車道

●

JR
登別
駅

登別マリンパーク
ニクス

●
至白
老町
→

36

至
室
蘭
市↓

至
登
別
温
泉

↓

あおい

至JR鷲別駅

36

至
白
老
町
→鷲

別
川

至鷲別漁港
→至

室
蘭
市
↓

↓ 『けいあい』

家族の介護に
　疲れてしまった

詐欺に遭って
　　しまった

どのように
健康を維持したら
いいんだろう

お金の管理が
　　不安

４あなたのそばに『登別市地域包括支援センター』 2023.２月号



新しい市役所本庁舎のお知らせ・パブリックコメント（意見公募）を行います2023.２月号５

問い合わせ
本庁舎整備推進グループ
（☎57１０９８）

パブリックコメント（意見公募）を行います
◀
市公式
ウェブ
サイト

新しい市役所本庁舎のお知らせ
パブリックコメント（意見公募）を行いますパブリックコメント（意見公募）を行います

現在の市役所庁舎跡地の利活用について現在の市役所庁舎跡地の利活用について
　市役所庁舎が令和８年度中に旧陸上競技場敷地に移転す
ることから、現在の庁舎跡地の利活用を始めとした中央地
区のまちづくりを協議するため、昨年12月に『登別市中央
地区まちづくり協議会』を設置しました。
　また、将来のまちづくりに関することを話し合うため、
同協議会のほか、ワーキンググループや学生委員会を設置
して、次世代を担う若い世代から意見などを聞く体制にす
る予定です。
　協議の内容については、市公式ウェブサイトの専用ペー
ジ（新しい市役所本庁舎整備事業）に掲載していきますの
で、ぜひご覧ください。

▲基本設計説明書（案）の一部

案件　登別市本庁舎建設基本設計説明書（案）
募集期間　決定次第、市公式ウェブサイトでお知らせしま
す

閲覧場所　市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、し
んた21、市立図書館、市立図書館アーニス分館、市民活
動センター、登別温泉郵便局、本庁舎整備推進グループ
のほか市公式ウェブサイトでも閲覧することができます。

提出方法　申請フォームからの送信、閲覧場所に備え付け
の様式か任意の用紙に①案件名、②住所、③氏名、④電
話番号、⑤意見を記入し、閲覧場所
に備え付けの意見箱に投函するか郵
送またはファクスで本庁舎整備推進
グループ（〒059-8701中央町６丁目
11・　85１１０８）

◀最新
情報は
こちら

▲申請フォーム

▲ワーキンググループの様子

再生可能エネルギー導入推進
戦略（案）

２月６日㈪～３月７日㈫ ２月８日㈬～３月９日㈭

商工労政グループ 土木・公園グループ

☎85２１７１ ☎85４１１５
83５３０２ 85８２８６

再生可能エネルギー設備の設置
に関するガイドライン（案）

登別市みどりの
基本計画（案）

市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、しんた21、市立図書館、市立図書館アーニス分
館、市民活動センター、登別温泉郵便局、担当グループ、市公式ウェブサイト
閲覧場所に備え付けの様式か任意の用紙に案件名、住所、氏名、電話番号、意見を記入し、
閲覧場所に備え付けの意見箱に投函するか、郵送またはファクスで担当グループ

〒059-0012中央町４丁目11
登別中央ショッピングセンター・アーニス２階 〒059-8701中央町６丁目11

FAX FAX

案 件

募集期間

閲覧場所

住 所

電 話

申し込み
フォーム

ファクス

提出方法

提 出 先

FAX

鷲別町２丁目32－１
新生町、栄町、若草町、鷲別町、美園町、上鷲別町

　地域包括支援センターは、住民の方が住み
慣れた地域で安心して暮らしていくために必
要な支援を行う、地域の『総合相談窓口』で
す。
　主任ケアマネジャーや保健師、社会福祉士
などが地域住民の方の相談や悩み事を聞き、
介護予防や健康づくりなどを支援し、暮らし
を支えています。

問い合わせ　高齢・介護グループ （☎ 85５７２０）

○地域包括支援センターはどんなところ？○地域包括支援センターはどんなところ？

　どこに相談していいのかわからない心配事なども、お住まいの地区を担当する地域包括支援センター
にご相談ください。
　お話を聞き、行政機関や医療機関、民生委員などと連携して支援していきます。
　相談は無料です。

○まずは地域包括支援センターにご相談ください○まずは地域包括支援センターにご相談ください

○各地域の包括支援センター○各地域の包括支援センター
『けいあい』（☎82５００５）

住所
地区

『登別市地域包括支援センター』『登別市地域包括支援センター』あなたのそばにあなたのそばに

登別東町３丁目１－２
カルルス町、上登別町、登別
温泉町、中登別町、登別東町、
登別本町、登別港町、札内町、
富浦町、新栄町、幸町、千歳
町、幌別町、来馬町、常盤町、
中央町

あおい（愛桜）
（☎83０５１１）

住所
地区

片倉町６丁目９－１総合福祉センターしんた21内
柏木町、富士町、片倉町、新川町、鉱山町、桜木町、
川上町、青葉町、緑町、大和町、若山町、富岸町

ゆのか （☎88２１０６）

住所
地区

北海道登別明日
中等教育学校

ゆのか
（しんた21内）

↓

至
JR幌別駅

↑ 至郷土
資料
館

道央
自動
車道

●

JR
登別
駅

登別マリンパーク
ニクス

●
至白
老町
→

36

至
室
蘭
市↓

至
登
別
温
泉

↓

あおい

至JR鷲別駅

36

至
白
老
町
→鷲

別
川

至鷲別漁港
→至

室
蘭
市
↓

↓ 『けいあい』

家族の介護に
　疲れてしまった

詐欺に遭って
　　しまった

どのように
健康を維持したら
いいんだろう

お金の管理が
　　不安

４あなたのそばに『登別市地域包括支援センター』 2023.２月号



◀デジタル庁
　ウェブサイト

電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方へ
２月６日㈪からオンラインで転出届が提出できます２月６日㈪からオンラインで転出届が提出できます

第５回

問い合わせ　環境対策グループ （☎ 85２９５８）

　登別市は、2050年までに温室効果ガス排出量
『実質ゼロ』を目指す、『ゼロカーボンシティ
への挑戦』を表明しました。
　地球温暖化によるリスクを軽減し、持続可能
なまちづくりを実現するため、家庭でできるゼ
ロカーボンアクションを紹介します。

チャレンジ!!

ゼロカーボン
　環境省では、平成17年度から冬期の地球温暖化対策の一つとして、暖房時の室温を20℃（目安）で快適
に過ごすライフスタイルを推奨する『ウォームビズ』を呼びかけています。
　一般的に、電力による冷暖房を行う場合、室温設定の調節による省エネ効果は、夏よりも冬のほうが大
きいことが知られています。冬の暖房器具使用時に室温設定を今までよりも下げるようにすれば、ＣＯ２
削減効果があるばかりでなく、電気代を効果的に節約することにつながります。

◀市公式ウェ
　ブサイト

　２月６日㈪から、マイナポータルを通じて転出届が提出できます。
　このサービスを利用すると、転出するときに市役所や各支所への来庁が原
則不要になります。
　ご自身の転出だけではなく、同一世帯員の転出にも利用できますので、ぜ
ひご利用ください。
対象　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方で、日本国内の
他市区町村へ引っ越しする方または引っ越しする方と同一世帯の方

※マイナポータルを通じての転出届を提出した後は、別途、転入先の市区町
村の窓口で転入届等の手続きが必要です。

※詳しくはデジタル庁ウェブサイトをご覧ください。

素材に着目し、おしゃれに暖まろう素材に着目し、おしゃれに暖まろう

マフラーや手袋、レッグウォーマー
を活用しましょう。寝るときは首に
タオルを巻くのもおすすめです。

鍋で体も室内も暖めよう鍋で体も室内も暖めよう
鍋を囲めば体も室内も暖まります。湯気の加湿
効果で体感温度もさらに上昇。冬が旬の根菜類
やしょうがなど、体を温める食材を意識して使
用するのもおすすめです。

湿度を意識し、体感温度を上げよう湿度を意識し、体感温度を上げよう
温度計や湿度計を近くに置いて室内環境を見え
る化しましょう。

軽くて薄い腹巻など、機能性素材の
下着を選びましょう。上に羽織るも
のも機能性素材を選べば着ぶくれを
防止できます。

窓やドアに注目しよう窓やドアに注目しよう
窓には断熱シートを貼ったり、複層ガラスや二
重サッシを活用するなど、暖かい空気が逃げな
いような工夫をしましょう。

ひざ掛けやストールを活用しようひざ掛けやストールを活用しよう
こまめな体温調節ができ便利です。
ストールは外出先でひざ掛けの代わ
りにすることもできます。

住住

食食
首、手首、足首の『３つの首』を
暖めよう
首、手首、足首の『３つの首』を
暖めよう

ウォームビズのポイント ～衣・食・住のひと工夫～

ウォームビズを取り入れよう

衣衣

問い合わせ　市民サービスグループ （☎ 85１８５５）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
と

な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
期
限
は
２
月
28
日
㈫
で
す

６２月６日㈪からオンラインで転出届が提出できます・チャレンジ!!ゼロカーボン 2023.２月号婦人センターの廃止と登別支所の移転について・東奔西走2023.２月号

　２月28日㈫をもって婦人センターを廃止
します。
　なお、３月１日㈬に供用開始となる観光
交流センターヌプルは、２階多目的室や調理
室をサークル活動などに利用できます。
　また、これまで婦人センター内に設置し
ていた登別支所は、３月１日㈬から観光交
流センターヌプルに移転します。

●貸館について
　観光交流センターヌプルの貸館は、２月28
日㈫までは婦人センター、３月１日㈬から
は観光交流センターヌプル
で受け付けます。
※３月１日㈬以降、登別支
所では貸館の受け付けは
行いませんのでご注意く
ださい。

７

▲『二十歳の誓い』を述べる竹内大騎さん（右）
　本間恵利花さん（中央）

令
和
５
年
登
別
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

ワ
タ
シ
史
上
、

最
高
に
輝
く
日

1
8

1
7

　
１
月
８
日
、
市
民
会
館
で
、
令
和
５
年
登
別
市

二
十
歳
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
つ
ど
い
に
は
平
成
14
年
４
月
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日
か
ら
平
成

15
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性
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人
、
女
性
133

人
の
計
284
人
が
出
席
。
華
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を

包
ん
だ
若
者
ら
は
、
友
人
た
ち
と
共
に
人
生
の
節

目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
歳
を
迎
え
た
方
を
代
表
し
竹
内
大

騎
さ
ん
と
本
間
恵
利
花
さ
ん
が
壇
上
で
こ
れ
ま
で

支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
将
来
へ

の
限
り
な
い
可
能
性
を
信
じ
、
挑
戦
す
る
思
い
を

誓
い
ま
し
た
。

火
消
し
伝
統
の
技
、
光
る

　
１
月
７
日
、
市
民
会
館

で
令
和
５
年
登
別
市
消
防

出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
屋
外
会
場
で
は
、
消
防

職
員
と
消
防
団
員
が
、
一

糸
乱
れ
ぬ
足
取
り
で
分
列

行
進
を
実
施
。
屋
内
会
場

で
は
、
西
胆
振
鳶
土
木
工

事
業
連
合
組
合
が
ま
と
い

ふ
り
、
木
や
り
歌
、
は
し

ご
乗
り
を
披
露
し
、
会
場

は
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
種
表
彰
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
防
火
・

防
災
へ
の
意
識
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

▲はしご乗りの様子

令
和
５
年
登
別
市
消
防
出
初
式

婦人センターの廃止と登別支所の移転について婦人センターの廃止と登別支所の移転について

問い合わせ
●婦人センターの廃止に関すること
　商工労政グループ（☎85２１７１）
●婦人センターの貸館や施設に関すること
　婦人センター（☎83３５１１）
　商工労政グループ（☎85２１７１）
●観光交流センターヌプルの貸館に関すること
　２月28日㈫まで…婦人センター（☎83３５１１）
　３月１日㈬から…観光交流センターヌプル

至幌別↓

登別マリン
パークニクス

JR登
別駅

登別
港線

道
道
登
別
停
車
場
線

国道
36号

至白
老→

★

観光交流センターヌプル
住所　登別港町１丁目４－９

た
け
う
ち
だ
い

と
び

ほ
ん
ま

え

り

か

き



◀デジタル庁
　ウェブサイト

電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方へ
２月６日㈪からオンラインで転出届が提出できます２月６日㈪からオンラインで転出届が提出できます

第５回

問い合わせ　環境対策グループ （☎ 85２９５８）

　登別市は、2050年までに温室効果ガス排出量
『実質ゼロ』を目指す、『ゼロカーボンシティ
への挑戦』を表明しました。
　地球温暖化によるリスクを軽減し、持続可能
なまちづくりを実現するため、家庭でできるゼ
ロカーボンアクションを紹介します。

チャレンジ!!

ゼロカーボン
　環境省では、平成17年度から冬期の地球温暖化対策の一つとして、暖房時の室温を20℃（目安）で快適
に過ごすライフスタイルを推奨する『ウォームビズ』を呼びかけています。
　一般的に、電力による冷暖房を行う場合、室温設定の調節による省エネ効果は、夏よりも冬のほうが大
きいことが知られています。冬の暖房器具使用時に室温設定を今までよりも下げるようにすれば、ＣＯ２
削減効果があるばかりでなく、電気代を効果的に節約することにつながります。

◀市公式ウェ
　ブサイト

　２月６日㈪から、マイナポータルを通じて転出届が提出できます。
　このサービスを利用すると、転出するときに市役所や各支所への来庁が原
則不要になります。
　ご自身の転出だけではなく、同一世帯員の転出にも利用できますので、ぜ
ひご利用ください。
対象　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方で、日本国内の
他市区町村へ引っ越しする方または引っ越しする方と同一世帯の方

※マイナポータルを通じての転出届を提出した後は、別途、転入先の市区町
村の窓口で転入届等の手続きが必要です。

※詳しくはデジタル庁ウェブサイトをご覧ください。

素材に着目し、おしゃれに暖まろう素材に着目し、おしゃれに暖まろう

マフラーや手袋、レッグウォーマー
を活用しましょう。寝るときは首に
タオルを巻くのもおすすめです。

鍋で体も室内も暖めよう鍋で体も室内も暖めよう
鍋を囲めば体も室内も暖まります。湯気の加湿
効果で体感温度もさらに上昇。冬が旬の根菜類
やしょうがなど、体を温める食材を意識して使
用するのもおすすめです。

湿度を意識し、体感温度を上げよう湿度を意識し、体感温度を上げよう
温度計や湿度計を近くに置いて室内環境を見え
る化しましょう。

軽くて薄い腹巻など、機能性素材の
下着を選びましょう。上に羽織るも
のも機能性素材を選べば着ぶくれを
防止できます。

窓やドアに注目しよう窓やドアに注目しよう
窓には断熱シートを貼ったり、複層ガラスや二
重サッシを活用するなど、暖かい空気が逃げな
いような工夫をしましょう。

ひざ掛けやストールを活用しようひざ掛けやストールを活用しよう
こまめな体温調節ができ便利です。
ストールは外出先でひざ掛けの代わ
りにすることもできます。

住住

食食
首、手首、足首の『３つの首』を
暖めよう
首、手首、足首の『３つの首』を
暖めよう

ウォームビズのポイント ～衣・食・住のひと工夫～

ウォームビズを取り入れよう

衣衣

問い合わせ　市民サービスグループ （☎ 85１８５５）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
と

な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
期
限
は
２
月
28
日
㈫
で
す

６２月６日㈪からオンラインで転出届が提出できます・チャレンジ!!ゼロカーボン 2023.２月号婦人センターの廃止と登別支所の移転について・東奔西走2023.２月号

　２月28日㈫をもって婦人センターを廃止
します。
　なお、３月１日㈬に供用開始となる観光
交流センターヌプルは、２階多目的室や調理
室をサークル活動などに利用できます。
　また、これまで婦人センター内に設置し
ていた登別支所は、３月１日㈬から観光交
流センターヌプルに移転します。

●貸館について
　観光交流センターヌプルの貸館は、２月28
日㈫までは婦人センター、３月１日㈬から
は観光交流センターヌプル
で受け付けます。
※３月１日㈬以降、登別支
所では貸館の受け付けは
行いませんのでご注意く
ださい。

７

▲『二十歳の誓い』を述べる竹内大騎さん（右）
　本間恵利花さん（中央）

令
和
５
年
登
別
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

ワ
タ
シ
史
上
、

最
高
に
輝
く
日

1
8

1
7

　
１
月
８
日
、
市
民
会
館
で
、
令
和
５
年
登
別
市

二
十
歳
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
つ
ど
い
に
は
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

15
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性
151
人
、
女
性
133

人
の
計
284
人
が
出
席
。
華
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を

包
ん
だ
若
者
ら
は
、
友
人
た
ち
と
共
に
人
生
の
節

目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
歳
を
迎
え
た
方
を
代
表
し
竹
内
大

騎
さ
ん
と
本
間
恵
利
花
さ
ん
が
壇
上
で
こ
れ
ま
で

支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
将
来
へ

の
限
り
な
い
可
能
性
を
信
じ
、
挑
戦
す
る
思
い
を

誓
い
ま
し
た
。

火
消
し
伝
統
の
技
、
光
る

　
１
月
７
日
、
市
民
会
館

で
令
和
５
年
登
別
市
消
防

出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
屋
外
会
場
で
は
、
消
防

職
員
と
消
防
団
員
が
、
一

糸
乱
れ
ぬ
足
取
り
で
分
列

行
進
を
実
施
。
屋
内
会
場

で
は
、
西
胆
振
鳶
土
木
工

事
業
連
合
組
合
が
ま
と
い

ふ
り
、
木
や
り
歌
、
は
し

ご
乗
り
を
披
露
し
、
会
場

は
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
種
表
彰
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
防
火
・

防
災
へ
の
意
識
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

▲はしご乗りの様子

令
和
５
年
登
別
市
消
防
出
初
式

婦人センターの廃止と登別支所の移転について婦人センターの廃止と登別支所の移転について

問い合わせ
●婦人センターの廃止に関すること
　商工労政グループ（☎85２１７１）
●婦人センターの貸館や施設に関すること
　婦人センター（☎83３５１１）
　商工労政グループ（☎85２１７１）
●観光交流センターヌプルの貸館に関すること
　２月28日㈫まで…婦人センター（☎83３５１１）
　３月１日㈬から…観光交流センターヌプル

至幌別↓

登別マリン
パークニクス

JR登
別駅

登別
港線

道
道
登
別
停
車
場
線

国道
36号

至白
老→

★

観光交流センターヌプル
住所　登別港町１丁目４－９

た
け
う
ち
だ
い

と
び

ほ
ん
ま

え

り

か

き



家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

　
新
築
や
改
築
を
し
た
方
、
表
示
板

を
紛
失
・
破
損
し
た
方
に
、
家
屋
な

ど
の
所
在
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
家

屋
表
示
板
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

　
な
お
、
在
庫
が
な

い
場
合
、
配
布
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
都

市
政
策
Ｇ
（
☎
85
３
２
３
０
）

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

　
訓
練
に
伴
い
、
防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
実
際
の

災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
15
日
㈬
11
時
ご
ろ

　
　
　
２
月
22
日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

聞
き
逃
し
確
認
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
85
０
１
９
３
）

問
　
総
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
３
０
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
市
税
な
ど
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
制
度
や
コ
ン
ビ
ニ
払
い
、
ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
が
便
利
で
す
。

※

ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
の
場

合
は
、
領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
。

○
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

９
期
）

○
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
８
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通

徴
収
第
８
期
）

納
期
限
　
２
月
28
日
㈫

問
　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て…

国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
１
７
７

１
）
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て…

高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
５
７
２

０
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

に
つ
い
て…

年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
85
２
１
３
７
）

４
月
１
日
㈯
か
ら
北
洋
銀
行
で
の

公
金
支
払
い
が
有
料
に
な
り
ま
す

　
４
月
１
日
㈯
か
ら
、
北
洋
銀
行

本
・
支
店
の
窓
口
で
税
・
料
金
等
を

納
付
す
る
場
合
、
１
件
に
つ
き
880
円

（
税
込
み
）
の
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。
納
付
者
本
人
の
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落

と
し
（
口
座
振
替
）
は
、
４
月
１
日

㈯
以
降
も
引
き
続
き
、
手
数
料
は
無

料
で
す
。

問
　
税
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
５
５
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）

す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
の
種
類
　
①
２
年
前
納
、

②
１
年
前
納
、
③
６
カ
月
前
納
、

④
当
月
末
振
替
、
⑤
翌
月
末
振
替

※

①
〜
④
は
割
引
が
あ
り
ま
す
。
割

引
内
容
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※

①
〜
③
は
、
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
、

預
貯
金
口
座
が
あ
る
金
融
機
関
窓

口
ま
た
は
室
蘭
年
金
事
務
所
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
室
蘭
年
金
事
務
所

（
☎
㉔
７
１
０
４
）

戸
建
て
木
造
住
宅
を

無
料
で
耐
震
診
断
し
ま
す

　
胆
振
総
合
振
興
局
は
、
戸
建
て
木

造
住
宅
を
対
象
と
し
た
無
料
耐
震
診

断
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
ご
自
宅

の
耐
震
診
断
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
２
階
建
て
以
下
で
延
べ
床
面

積
500
平
方
㍍
以
下
の
戸
建
て
木
造

住
宅
で
、
申
込
者
が
当
該
戸
建
て

住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
居
住
者
で

あ
る
こ
と

※

建
設
年
次
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
胆
振
総
合
振
興
局
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
耐
震
診
断
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
振
興
局

建
設
指
導
課
（
☎
㉔
９
５
９
４
、

　
㉓
８
０
５
０
）

　
ま
た
は
建
築
住

　
宅
Ｇ
（
☎
85
４

　
３
９
９
、
　
85

　
８
２
８
６
）

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

※内容については、１月13日現在の情報を掲載しています。
イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
なっている場合がありますので、ご注意ください。

く
ら
し
と

住
ま
い

収集の申し込み　(有)登和清掃（☎88０２００）

その他の問い合わせ　環境対策グループ
　　　　　　　　　　（☎85２９５８）

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚240円）』  
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

 2023.２月号

『
申
し
込
み
』

『
問
』

8くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

地　区 収集期間 申込期間

３月６日㈪　
～３月11日㈯

２月20日㈪　
～３月３日㈮幌別町

３月13日㈪　
～３月18日㈯

２月27日㈪　
～３月10日㈮中央町

３月20日㈪　
～３月25日㈯

３月６日㈪　
～３月17日㈮千歳町

３月の粗大ごみ収集

生
活
保
護
の
申
請
は

国
民
の
権
利
で
す

　
生
活
保
護
は
、
収
入
や
資
産
が
国

で
定
め
た
基
準
に
満
た
な
い
場
合
に

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
病
気
や
高
齢
で
働
け
な
く
な
る
な

ど
、
生
活
し
て
い
く
上
で
生
活
保
護

を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な
た
に

も
あ
り
ま
す
。

　
持
ち
家
が
あ
る
方
で
も
、
働
い
て

い
る
方
で
も
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
困
り
の
場

合
は
た
め
ら
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
社
会
福
祉
Ｇ
（
☎
85
２
０
０
８
）

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
忘
れ
ず
に

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
に

公
務
扶
助
料
や
『
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
』

な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

25
万
円
（
５
年
償
還
）
の
記
名
国
債

で
あ
る
『
第
11
回
特
別
弔
慰
金
』
を

請
求
で
き
ま
す
。

※

対
象
と
な
る
方
の
う
ち
、
最
先
順

位
の
遺
族
１
人
に
支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限
　
３
月
31
日
㈮

問
　
北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局
地

域
福
祉
課
援
護
係
（
☎
011

－

231

－

４
１
１
１
）
、
社
会
福
祉
Ｇ
（
☎

85
１
９
１
１
）

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
確
認
書
と
申
請
書
の
提
出
期
限
は

２
月
15
日
㈬
で
す
。
期
限
ま
で
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
　
確
認
書
が
届
い

て
お
り
、
要
件
に
該
当
す
る
世
帯

ま
た
は
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
間
に
予
期
せ
ず
収
入
が
減

少
し
家
計
が
急
変
し
た
世
帯

※

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
の
ほ
か
、
病
気
や
ケ
ガ
で

仕
事
に
出
ら
れ
ず
収
入
が
減
少
し

た
』
『
急
な
退
職
に
よ
り
収
入
が

な
く
な
っ
た
』
『
離
婚
等
に
よ
り

元
配
偶
者
が
家
計
に
入
れ
て
い
た

お
金
が
な
く
な
っ
た
』
な
ど
、
予

期
せ
ぬ
出
来
事
に
よ
り
世
帯
全
員

の
そ
れ
ぞ
れ
の
１
年
間
の
収
入
見

込
み
額
が
住
民
税
非
課
税
相
当
以

下
と
な
っ
た
世
帯
は
申
請
が
可
能

で
す
。

※

詳
し
く
は
、
市
公
式

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い

問
　
社
会
福
祉
Ｇ
（
☎
85
１
９
１
１
）

北
海
道
の
最
低
賃
金
は

時
間
額
920
円
で
す

　
北
海
道
の
最
低
賃
金
は
、
令
和
４

年
10
月
２
日
に
時
間
額
920
円
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
　

　
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
北
海
道
労
働
局

（
☎
011

－

709

－

２
３
１
１
）

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

推
進
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

対
象
　
市
内
に
居
住
、
通
勤
ま
た
は

通
学
し
て
い
る
20
歳
以
上
で
男
女

共
同
参
画
に
関
心
の
あ
る
方

任
期
　
４
月
１
日
㈯
〜
令
和
７
年
３

月
31
日
㈪
（
２
年
間
）

活
動
内
容
　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
た
め
の
提
案
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
の
啓
発
事
業
の
実
施
、
年

６
回
程
度
の
会
議

※

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員
　
７
人

選
考
方
法
　
書
類
選
考

申
し
込
み
　
２
月
22
日
㈬
ま
で
に
各

支
所
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
持
参
ま
た
は

　
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル

　
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
（
〒
059

－

８

７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、
☎
85

２
１
３
９
、
Ｅ
メ
ー
ル
：sim

in_

　danjyo@
city.noboribetsu.

　lg.jp

）

令
和
５
年
度
奨
学
生
募
集

〜
登
別
育
英
会
〜

対
象
　
①
高
等
学
校
②
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
、
短
期
大
学
③
大

学
（
大
学
院
除
く
）
に
入
学
す
る

方
で
、
同
会
の
定
め
る
成
績
、
世

帯
収
入
な
ど
の
基
準
を
満
た
す
方

奨
学
金
（
月
額
）
　
①
１
万
円
②
１

万
５
千
円
③
２
万
円

申
込
方
法
　
教
育
部
総
務
グ
ル
ー
プ
、

市
内
中
学
校
、
登
別
・
室
蘭
市
内

高
等
学
校
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
３
月

31
日
㈮
ま
で
に
登
別
育
英
会

※

詳
し
く
は
、
同
会

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
同
会
（
教
育
部
総
務
Ｇ
内
・
☎

88
１
１
０
０
）

募
集
や

試
験
な
ど

屋根からの落氷雪事故防止
などのお願い
屋根からの落氷雪事故防止
などのお願い

9 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ2023.２月号

くらしのガイド

●沿道の建物などは、屋根に雪止めを設置してくだ
さい。雪止めは定期的に点検し、破損箇所などは
早急に修繕してください。

・落氷雪は、気温が－３℃から３℃程度のときに発
生しやすいため、早めに除雪してください。

●落氷雪が発生したときは、事故がないか確認し、
通行の支障にならないようにしてください。

●交通事故などの防止のため、屋根からの落氷雪や
敷地内の積雪は道路に出さないください。

●軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分
注意してください。

●軒下や道路で、絶対に子どもを遊ばせないでくだ
さい。

●ビルの看板などからの落氷雪は少量でも危険なた
め、付着した氷雪は、早めに除去してください。

問い合わせ　土木・公園グループ（☎85３２６０）



家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

　
新
築
や
改
築
を
し
た
方
、
表
示
板

を
紛
失
・
破
損
し
た
方
に
、
家
屋
な

ど
の
所
在
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
家

屋
表
示
板
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

　
な
お
、
在
庫
が
な

い
場
合
、
配
布
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
都

市
政
策
Ｇ
（
☎
85
３
２
３
０
）

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

　
訓
練
に
伴
い
、
防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
実
際
の

災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
15
日
㈬
11
時
ご
ろ

　
　
　
２
月
22
日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

聞
き
逃
し
確
認
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
85
０
１
９
３
）

問
　
総
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
３
０
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
市
税
な
ど
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
制
度
や
コ
ン
ビ
ニ
払
い
、
ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
が
便
利
で
す
。

※

ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
の
場

合
は
、
領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
。

○
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

９
期
）

○
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
８
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通

徴
収
第
８
期
）

納
期
限
　
２
月
28
日
㈫

問
　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て…

国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
１
７
７

１
）
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て…

高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
５
７
２

０
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

に
つ
い
て…

年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
85
２
１
３
７
）

４
月
１
日
㈯
か
ら
北
洋
銀
行
で
の

公
金
支
払
い
が
有
料
に
な
り
ま
す

　
４
月
１
日
㈯
か
ら
、
北
洋
銀
行

本
・
支
店
の
窓
口
で
税
・
料
金
等
を

納
付
す
る
場
合
、
１
件
に
つ
き
880
円

（
税
込
み
）
の
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。
納
付
者
本
人
の
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落

と
し
（
口
座
振
替
）
は
、
４
月
１
日

㈯
以
降
も
引
き
続
き
、
手
数
料
は
無

料
で
す
。

問
　
税
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
５
５
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）

す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
の
種
類
　
①
２
年
前
納
、

②
１
年
前
納
、
③
６
カ
月
前
納
、

④
当
月
末
振
替
、
⑤
翌
月
末
振
替

※

①
〜
④
は
割
引
が
あ
り
ま
す
。
割

引
内
容
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※

①
〜
③
は
、
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
、

預
貯
金
口
座
が
あ
る
金
融
機
関
窓

口
ま
た
は
室
蘭
年
金
事
務
所
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
室
蘭
年
金
事
務
所

（
☎
㉔
７
１
０
４
）

戸
建
て
木
造
住
宅
を

無
料
で
耐
震
診
断
し
ま
す

　
胆
振
総
合
振
興
局
は
、
戸
建
て
木

造
住
宅
を
対
象
と
し
た
無
料
耐
震
診

断
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
ご
自
宅

の
耐
震
診
断
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
２
階
建
て
以
下
で
延
べ
床
面

積
500
平
方
㍍
以
下
の
戸
建
て
木
造

住
宅
で
、
申
込
者
が
当
該
戸
建
て

住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
居
住
者
で

あ
る
こ
と

※

建
設
年
次
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
胆
振
総
合
振
興
局
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
耐
震
診
断
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
振
興
局

建
設
指
導
課
（
☎
㉔
９
５
９
４
、

　
㉓
８
０
５
０
）

　
ま
た
は
建
築
住

　
宅
Ｇ
（
☎
85
４

　
３
９
９
、
　
85

　
８
２
８
６
）

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

※内容については、１月13日現在の情報を掲載しています。
イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
なっている場合がありますので、ご注意ください。

く
ら
し
と

住
ま
い

収集の申し込み　(有)登和清掃（☎88０２００）

その他の問い合わせ　環境対策グループ
　　　　　　　　　　（☎85２９５８）

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚240円）』  
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

 2023.２月号

『
申
し
込
み
』

『
問
』

8くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

地　区 収集期間 申込期間

３月６日㈪　
～３月11日㈯

２月20日㈪　
～３月３日㈮幌別町

３月13日㈪　
～３月18日㈯

２月27日㈪　
～３月10日㈮中央町

３月20日㈪　
～３月25日㈯

３月６日㈪　
～３月17日㈮千歳町

３月の粗大ごみ収集

生
活
保
護
の
申
請
は

国
民
の
権
利
で
す

　
生
活
保
護
は
、
収
入
や
資
産
が
国

で
定
め
た
基
準
に
満
た
な
い
場
合
に

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
病
気
や
高
齢
で
働
け
な
く
な
る
な

ど
、
生
活
し
て
い
く
上
で
生
活
保
護

を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な
た
に

も
あ
り
ま
す
。

　
持
ち
家
が
あ
る
方
で
も
、
働
い
て

い
る
方
で
も
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
困
り
の
場

合
は
た
め
ら
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
社
会
福
祉
Ｇ
（
☎
85
２
０
０
８
）

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
忘
れ
ず
に

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
に

公
務
扶
助
料
や
『
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
』

な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

25
万
円
（
５
年
償
還
）
の
記
名
国
債

で
あ
る
『
第
11
回
特
別
弔
慰
金
』
を

請
求
で
き
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
方
の
う
ち
、
最
先
順

位
の
遺
族
１
人
に
支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限
　
３
月
31
日
㈮

問
　
北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局
地

域
福
祉
課
援
護
係
（
☎
011

－

231

－

４
１
１
１
）
、
社
会
福
祉
Ｇ
（
☎

85
１
９
１
１
）

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
確
認
書
と
申
請
書
の
提
出
期
限
は

２
月
15
日
㈬
で
す
。
期
限
ま
で
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
　
確
認
書
が
届
い

て
お
り
、
要
件
に
該
当
す
る
世
帯

ま
た
は
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
間
に
予
期
せ
ず
収
入
が
減

少
し
家
計
が
急
変
し
た
世
帯

※

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
の
ほ
か
、
病
気
や
ケ
ガ
で

仕
事
に
出
ら
れ
ず
収
入
が
減
少
し

た
』
『
急
な
退
職
に
よ
り
収
入
が

な
く
な
っ
た
』
『
離
婚
等
に
よ
り

元
配
偶
者
が
家
計
に
入
れ
て
い
た

お
金
が
な
く
な
っ
た
』
な
ど
、
予

期
せ
ぬ
出
来
事
に
よ
り
世
帯
全
員

の
そ
れ
ぞ
れ
の
１
年
間
の
収
入
見

込
み
額
が
住
民
税
非
課
税
相
当
以

下
と
な
っ
た
世
帯
は
申
請
が
可
能

で
す
。

※

詳
し
く
は
、
市
公
式

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い

問
　
社
会
福
祉
Ｇ
（
☎
85
１
９
１
１
）

北
海
道
の
最
低
賃
金
は

時
間
額
920
円
で
す

　
北
海
道
の
最
低
賃
金
は
、
令
和
４

年
10
月
２
日
に
時
間
額
920
円
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
　

　
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
北
海
道
労
働
局

（
☎
011

－

709

－

２
３
１
１
）

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

推
進
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

対
象
　
市
内
に
居
住
、
通
勤
ま
た
は

通
学
し
て
い
る
20
歳
以
上
で
男
女

共
同
参
画
に
関
心
の
あ
る
方

任
期
　
４
月
１
日
㈯
〜
令
和
７
年
３

月
31
日
㈪
（
２
年
間
）

活
動
内
容
　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
た
め
の
提
案
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
の
啓
発
事
業
の
実
施
、
年

６
回
程
度
の
会
議

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員
　
７
人

選
考
方
法
　
書
類
選
考

申
し
込
み
　
２
月
22
日
㈬
ま
で
に
各

支
所
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
持
参
ま
た
は

　
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル

　
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
（
〒
059

－

８

７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、
☎
85

２
１
３
９
、
Ｅ
メ
ー
ル
：sim

in_

　danjyo@
city.noboribetsu.

　lg.jp

）

令
和
５
年
度
奨
学
生
募
集

〜
登
別
育
英
会
〜

対
象
　
①
高
等
学
校
②
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
、
短
期
大
学
③
大

学
（
大
学
院
除
く
）
に
入
学
す
る

方
で
、
同
会
の
定
め
る
成
績
、
世

帯
収
入
な
ど
の
基
準
を
満
た
す
方

奨
学
金
（
月
額
）
　
①
１
万
円
②
１

万
５
千
円
③
２
万
円

申
込
方
法
　
教
育
部
総
務
グ
ル
ー
プ
、

市
内
中
学
校
、
登
別
・
室
蘭
市
内

高
等
学
校
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
３
月

31
日
㈮
ま
で
に
登
別
育
英
会

※

詳
し
く
は
、
同
会

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
同
会
（
教
育
部
総
務
Ｇ
内
・
☎

88
１
１
０
０
）

募
集
や

試
験
な
ど

屋根からの落氷雪事故防止
などのお願い
屋根からの落氷雪事故防止
などのお願い

9 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ2023.２月号

くらしのガイド

●沿道の建物などは、屋根に雪止めを設置してくだ
さい。雪止めは定期的に点検し、破損箇所などは
早急に修繕してください。
・落氷雪は、気温が－３℃から３℃程度のときに発
生しやすいため、早めに除雪してください。
●落氷雪が発生したときは、事故がないか確認し、
通行の支障にならないようにしてください。
●交通事故などの防止のため、屋根からの落氷雪や
敷地内の積雪は道路に出さないください。
●軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分
注意してください。
●軒下や道路で、絶対に子どもを遊ばせないでくだ
さい。
●ビルの看板などからの落氷雪は少量でも危険なた
め、付着した氷雪は、早めに除去してください。
問い合わせ　土木・公園グループ（☎85３２６０）



くらしのガイド

●試験方法　面接試験、書類選考
●申込方法　人事グループや各支所に備え付け、または市公式ウェブサイトに
　掲載の申込書に必要事項を記入の上、人事グループに持参
※資格が必要な職種は、資格証の写しも併せて提出してください。
※試験は随時実施し、定員に達し次第、募集を締め切ります。

11 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ 2023.２月号

登別市受付会場（確定申告、市・道民税申告）登別市受付会場（確定申告、市・道民税申告）

○申告受付の前にご確認ください○申告受付の前にご確認ください

場所 月日 時間

職種

業務員

３月13日㈪～４月25日㈫

３月20日㈪～４月24日㈪

３月31日㈮～４月22日㈯

３月22日㈬～４月24日㈪業務員・
運転手　

任期 勤務内容 勤務場所 時給(円) 定員

５人

９人

７人

２人

場所 月日 時間

所得税・復興特別所得税の確定申告

　次に該当する方は電話で市・
道民税の申告をすることができ
ます。忘れずに申告しましょう。
●令和４年中に収入がなかった
方
●収入が遺族年金や障害年金な
ど非課税年金のみの方
●収入が雇用保険からの給付金
や傷病手当のみの方

・今年から市で受付を行う確定申告は、室蘭税務署へデータでの送信（提出）となるため、『利用者識別番
号』が必要です。申告書の作成は、これまでと同様に、市職員が支援を行いますので、必要書類を持参の上、
お越しください。

※『利用者識別番号』は、国税庁ウェブサイトから取得の手続きをすることが
　できますので、事前の取得にご協力ください。
・紙で確定申告書の提出を希望する方は室蘭税務署へ持参または郵送してください。

●青色申告や損失申告　●農業、漁業、山林による収入があるもの　●土地、建物、株式の譲渡による収入が
あるもの　●住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）の初回の申告をするもの　●更正の請求や修正申告　
●確定申告書に受付印の押印が必要な申告　●申告内容に税務署の判断が必要であると市職員が判断したもの

　税務署では、来署せず
に、自宅等から申告手続
きが完了する『スマホ申
告』を推進しています。
　ぜひご利用ください。

混雑緩和のため、必要書
類等を確認の上、ご来場
ください。

登別中央ショッピン
グセンター・アーニ
ス２階

３月15日㈬まで
（土・日曜日、祝日、２
月27日㈪・28日㈫、３月
６日㈪・７日㈫を除く）

10時～12時15分
13時30分～16時
（３月15日㈬のみ
10時～12時15分）

市役所１階６番窓口

鷲別コミュニティセ
ンター
観光交流センターヌ
プル

３月５日㈰

不在者投票の選挙事務（パソ
コン入力等の一般事務など）

期日前投票の選挙事務
（パソコン作業、受付業務な
ど）

選挙事務・啓発（選挙広報車
にて啓発業務など）

市役所、登別中央ショッピ
ングセンター・アーニス
市役所、イオン登別店、鷲
別コミュニティセンター

市役所

市役所

２月27日㈪・28日㈫

３月６日㈪・７日㈫

９時～11時30分
13時～15時30分

９時～11時30分
13時～16時

室蘭税務署確定申告会場（確定申告のみ）室蘭税務署確定申告会場（確定申告のみ）

市・道民税の申告市・道民税の申告を忘れずに

会計年度任用職員を募集します会計年度任用職員を募集します

室蘭税務署 ９時～16時
２月16日㈭～３月15日㈬
（土・日曜日、祝日を除く）

○次の申告は受け付けできません。室蘭税務署で申告してください。○次の申告は受け付けできません。室蘭税務署で申告してください。

◀国税庁
　ウェブ
　サイト

問い合わせ　税務グループ（☎85１１５５）　室蘭税務署（☎㉒４１５１）

問い合わせ　選挙管理委員会事務局
　　　　　　　　（☎85９１４３）

940

◀市公式
　ウェブ
　サイト

入
会
説
明
会

〜
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

日
時
　
①
２
月
９
日
㈭
９
時
30
分

　
　
　
②
２
月
22
日
㈬
９
時
30
分

場
所
　
①
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
所
（
千
歳
町
４
丁
目

５

－

90
ラ
ポ
ー
ル
西
尾
１
階
）
、

②
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
60
歳
以
上
の
方

持
ち
物
　
筆
記
用
具

※

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
０
８
８
０
）

自
衛
官
募
集

◎
第
７
回
自
衛
官
候
補
生

対
象
　
18
歳
〜
32
歳
の
方

申
込
期
限
　
２
月
10
日
㈮

試
験
日
　
２
月
19
日
㈰
・
20
日
㈪
の

い
ず
れ
か
１
日

◎
医
科
・
歯
科
幹
部

対
象
　
医
師
、
歯
科
医
師
の
免
許
取

　
得
者

申
込
期
限
　
６
月
８
日
㈭

試
験
日
　
６
月
23
日
㈮

◎
説
明
会
（
場
所
・
日
時
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
…
２
月
７
日
㈫

９
時
〜
16
時
30
分
、
２
月
27
日
㈪

13
時
〜
16
時
30
分

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
プ
ラ
ザ
中
島
…
２

月
17
日
㈮
９
時
30
分
〜
16
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達
…
２
月
20
日
㈪

９
時
〜
16
時

問
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室

　
蘭
地
域
事
務
所
（
☎
44
９
５
３
３
）

自
身
や
家
族
の
飲
酒
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

〜
凪
の
会
〜

　
飲
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
の
解
決

や
回
復
を
目
指
す
仲
間
が
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

活
動
日
時
・
場
所

●
第
２
・
４
火
曜
日
18
時
〜
20
時…

胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ
ン
タ

　
ー
（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目
29

－

１
）

●
第
１
・
３
木
曜
日
18
時
30
分
〜
20

時…

東
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
伊
達
市
弄
月
町
241

－

４
）

●
第
２
土
曜
日
14
時
〜
16
時…

こ
こ

ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
銀
杏
庵
（
伊
達

市
大
町
20

－

76
）

参
加
料
（
１
回
）
　
200
円

問
　
同
会
石
黒
さ
ん

　
（
☎
090

－

８
２
７
３

－

２
８
８
０
）

第
４
回
食
の
安
全
安
心
セ
ミ
ナ
ー

〜
登
別
消
費
者
協
会
〜

日
時
　
２
月
27
日
㈪
10
時
〜
13
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
器
具
を
使
っ
て
料

理
を
作
り
ま
す

定
員
　
20
人

参
加
料
　
300
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
用
容
器

申
し
込
み
　
２
月
15
日
㈬
ま
で
に
同

協
会
（
☎
85
８
３
０
７
）

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

『
問
』

10くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ  2023.２月号

い
し
ぐ
ろ

い
ち
ょ
う
あ
ん

第20回統一地方選挙
問い合わせ　選挙管理委員会事務局（☎85９１４３）

◎立候補予定者説明会の日程

◎選挙の日程

立候補予定者説明会を開催します立候補予定者説明会を開催します

選挙名

日時
場所

出席者範囲

選挙名
告示日

立候補届
受け付け
日時・場所

選挙期日

な
ぎ

　令和５年４月に行われる北海道議会議
員選挙（登別市選挙区）と登別市議会議
員選挙に立候補を予定している方を対象
に、立候補届出説明会を開催します。
　説明会では、立候補の届け出に必要な
書類を交付しますので、立候補を予定し
ている方は必ずご出席ください。

北海道議会議員選挙（登別市選
挙区）及び登別市議会議員選挙
２月27日㈪10時
市民会館２階中ホール
立候補予定者またはその代理の
方、事務責任者、出納責任者と
なる予定の方など２人以内

登別市議会議員選挙
４月16日㈰
４月16日㈰
８時30分～10時・鉄南ふれあいセン
ター３階ホール
10時～17時・選挙管理委員会事務局

４月23日㈰

北海道議会議員選挙
３月31日㈮
３月31日㈮
８時30分～10時・市役所２階第２委
員会室
10時～17時・選挙管理委員会事務局
４月９日㈰
※北海道知事選挙と同日。



くらしのガイド

●試験方法　面接試験、書類選考
●申込方法　人事グループや各支所に備え付け、または市公式ウェブサイトに
　掲載の申込書に必要事項を記入の上、人事グループに持参
※資格が必要な職種は、資格証の写しも併せて提出してください。
※試験は随時実施し、定員に達し次第、募集を締め切ります。

11 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ 2023.２月号

登別市受付会場（確定申告、市・道民税申告）登別市受付会場（確定申告、市・道民税申告）

○申告受付の前にご確認ください○申告受付の前にご確認ください

場所 月日 時間

職種

業務員

３月13日㈪～４月25日㈫

３月20日㈪～４月24日㈪

３月31日㈮～４月22日㈯

３月22日㈬～４月24日㈪業務員・
運転手　

任期 勤務内容 勤務場所 時給(円) 定員

５人

９人

７人

２人

場所 月日 時間

所得税・復興特別所得税の確定申告

　次に該当する方は電話で市・
道民税の申告をすることができ
ます。忘れずに申告しましょう。
●令和４年中に収入がなかった
方
●収入が遺族年金や障害年金な
ど非課税年金のみの方
●収入が雇用保険からの給付金
や傷病手当のみの方

・今年から市で受付を行う確定申告は、室蘭税務署へデータでの送信（提出）となるため、『利用者識別番
号』が必要です。申告書の作成は、これまでと同様に、市職員が支援を行いますので、必要書類を持参の上、
お越しください。
※『利用者識別番号』は、国税庁ウェブサイトから取得の手続きをすることが
　できますので、事前の取得にご協力ください。
・紙で確定申告書の提出を希望する方は室蘭税務署へ持参または郵送してください。

●青色申告や損失申告　●農業、漁業、山林による収入があるもの　●土地、建物、株式の譲渡による収入が
あるもの　●住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）の初回の申告をするもの　●更正の請求や修正申告　
●確定申告書に受付印の押印が必要な申告　●申告内容に税務署の判断が必要であると市職員が判断したもの

　税務署では、来署せず
に、自宅等から申告手続
きが完了する『スマホ申
告』を推進しています。
　ぜひご利用ください。

混雑緩和のため、必要書
類等を確認の上、ご来場
ください。

登別中央ショッピン
グセンター・アーニ
ス２階

３月15日㈬まで
（土・日曜日、祝日、２
月27日㈪・28日㈫、３月
６日㈪・７日㈫を除く）

10時～12時15分
13時30分～16時
（３月15日㈬のみ
10時～12時15分）

市役所１階６番窓口

鷲別コミュニティセ
ンター
観光交流センターヌ
プル

３月５日㈰

不在者投票の選挙事務（パソ
コン入力等の一般事務など）

期日前投票の選挙事務
（パソコン作業、受付業務な
ど）

選挙事務・啓発（選挙広報車
にて啓発業務など）

市役所、登別中央ショッピ
ングセンター・アーニス
市役所、イオン登別店、鷲
別コミュニティセンター

市役所

市役所

２月27日㈪・28日㈫

３月６日㈪・７日㈫

９時～11時30分
13時～15時30分

９時～11時30分
13時～16時

室蘭税務署確定申告会場（確定申告のみ）室蘭税務署確定申告会場（確定申告のみ）

市・道民税の申告市・道民税の申告を忘れずに

会計年度任用職員を募集します会計年度任用職員を募集します

室蘭税務署 ９時～16時
２月16日㈭～３月15日㈬

（土・日曜日、祝日を除く）

○次の申告は受け付けできません。室蘭税務署で申告してください。○次の申告は受け付けできません。室蘭税務署で申告してください。

◀国税庁
　ウェブ
　サイト

問い合わせ　税務グループ（☎85１１５５）　室蘭税務署（☎㉒４１５１）

問い合わせ　選挙管理委員会事務局
　　　　　　　　（☎85９１４３）

940

◀市公式
　ウェブ
　サイト

入
会
説
明
会

〜
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

日
時
　
①
２
月
９
日
㈭
９
時
30
分

　
　
　
②
２
月
22
日
㈬
９
時
30
分

場
所
　
①
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
所
（
千
歳
町
４
丁
目

５

－

90
ラ
ポ
ー
ル
西
尾
１
階
）
、

②
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
60
歳
以
上
の
方

持
ち
物
　
筆
記
用
具

※

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
０
８
８
０
）

自
衛
官
募
集

◎
第
７
回
自
衛
官
候
補
生

対
象
　
18
歳
〜
32
歳
の
方

申
込
期
限
　
２
月
10
日
㈮

試
験
日
　
２
月
19
日
㈰
・
20
日
㈪
の

い
ず
れ
か
１
日

◎
医
科
・
歯
科
幹
部

対
象
　
医
師
、
歯
科
医
師
の
免
許
取

　
得
者

申
込
期
限
　
６
月
８
日
㈭

試
験
日
　
６
月
23
日
㈮

◎
説
明
会
（
場
所
・
日
時
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
…
２
月
７
日
㈫

９
時
〜
16
時
30
分
、
２
月
27
日
㈪

13
時
〜
16
時
30
分

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
プ
ラ
ザ
中
島
…
２

月
17
日
㈮
９
時
30
分
〜
16
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達
…
２
月
20
日
㈪

９
時
〜
16
時

問
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室

　
蘭
地
域
事
務
所
（
☎
44
９
５
３
３
）

自
身
や
家
族
の
飲
酒
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

〜
凪
の
会
〜

　
飲
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
の
解
決

や
回
復
を
目
指
す
仲
間
が
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

活
動
日
時
・
場
所

●
第
２
・
４
火
曜
日
18
時
〜
20
時…

胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ
ン
タ

　
ー
（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目
29

－

１
）

●
第
１
・
３
木
曜
日
18
時
30
分
〜
20

時…

東
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
伊
達
市
弄
月
町
241

－

４
）

●
第
２
土
曜
日
14
時
〜
16
時…

こ
こ

ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
銀
杏
庵
（
伊
達

市
大
町
20

－

76
）

参
加
料
（
１
回
）
　
200
円

問
　
同
会
石
黒
さ
ん

　
（
☎
090

－

８
２
７
３

－

２
８
８
０
）

第
４
回
食
の
安
全
安
心
セ
ミ
ナ
ー

〜
登
別
消
費
者
協
会
〜

日
時
　
２
月
27
日
㈪
10
時
〜
13
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
器
具
を
使
っ
て
料

理
を
作
り
ま
す

定
員
　
20
人

参
加
料
　
300
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
用
容
器

申
し
込
み
　
２
月
15
日
㈬
ま
で
に
同

協
会
（
☎
85
８
３
０
７
）
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』
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い
し
ぐ
ろ

い
ち
ょ
う
あ
ん

第20回統一地方選挙
問い合わせ　選挙管理委員会事務局（☎85９１４３）

◎立候補予定者説明会の日程

◎選挙の日程

立候補予定者説明会を開催します立候補予定者説明会を開催します

選挙名

日時
場所

出席者範囲

選挙名
告示日

立候補届
受け付け
日時・場所

選挙期日

な
ぎ

　令和５年４月に行われる北海道議会議
員選挙（登別市選挙区）と登別市議会議
員選挙に立候補を予定している方を対象
に、立候補届出説明会を開催します。
　説明会では、立候補の届け出に必要な
書類を交付しますので、立候補を予定し
ている方は必ずご出席ください。

北海道議会議員選挙（登別市選
挙区）及び登別市議会議員選挙
２月27日㈪10時
市民会館２階中ホール
立候補予定者またはその代理の
方、事務責任者、出納責任者と
なる予定の方など２人以内

登別市議会議員選挙
４月16日㈰
４月16日㈰
８時30分～10時・鉄南ふれあいセン
ター３階ホール
10時～17時・選挙管理委員会事務局

４月23日㈰

北海道議会議員選挙
３月31日㈮
３月31日㈮
８時30分～10時・市役所２階第２委
員会室
10時～17時・選挙管理委員会事務局
４月９日㈰
※北海道知事選挙と同日。



くらしのガイド

○入居希望者が募集戸数を超えたとき
は、住宅番号ごとに公開抽選を行い
ます。

　※抽選会に参加する必要はありませ
　ん。

○入居前に入居資格審査を行いますの
で、募集のしおりに記載している必
要書類を持参し、建築住宅グループ
にお越しください。審査結果により
入居できないことがあります。

○家賃の額は、入居する方の世帯収入
によって計算します。

○家賃のほか、共益費やガス設備に関
するリース料などがかかります。

○駐車場（１世帯１台分）を利用する
場合は、月額2,000円かかります。

○犬や猫などを飼うことはできません。
〇入居者が決定しなかった住宅は、３
月１日㈬から申し込み順で受付を行
います。また、登別温泉団地は随時
申し込みを受け付けています。

　市と北海道後期高齢者医療広域連合は、医療機関を受診した国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入
している方に『医療費通知』を送付しています。この通知は、医療費控除の申告手続きで医療費の明細書とし
て使用することができます。
※医療費控除の申告に関することは、室蘭税務署に問い合わせください。

ご注意ください
・医療費通知は、受診状況
についてお知らせするも
ので、請求書ではありま
せん。
・受診した日数などが正し
いか確認してください。

申込期間　２月１日㈬～10日㈮９時～17時30分（土・日曜
日を除く）
抽選日時・場所　２月15日㈬10時～・市役所３階第１会議
室
鍵渡し日・場所　３月27日㈪９時～16時30分・市役所３階
建築住宅グループ
対象　次の要件に該当する方
・家族で入居する方（婚約中の場合を含む）
・持ち家のない方
・現在、公営住宅に居住していない方
・市税の滞納がない方
・入居者及び同居者が暴力団員による不当な行為の防止等
に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員でない方

問い合わせ
国民健康保険グループ（☎85１７７１）
年金・長寿医療グループ（☎85２１３７）
北海道後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　（☎011－290－５６０１）

国民健康保険または
後期高齢者医療制度に加入している皆さんへ

新生町３丁目 千代の台

～募集住宅～

～収入基準～

所在地 団地名 募集区分

区分 収入月収

階数・広さ（㎡） 家賃（円）

一般世帯（単身不可） ４階・２LDK（57.9） 20,600～40,400

214,000円以下

158,000円以下

入居者または同居者に障がいがある方
（障がいの程度に基準があります。）
入居者が60歳以上で同居者のいずれもが
60歳以上または18歳未満の方
小学校就学前の子どもがいる世帯
上記以外の方
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問い合わせ　建築住宅グループ（☎85４３９９）
市営住宅の入居者を募集します市営住宅の入居者を募集します

医療費通知のお知らせ医療費通知のお知らせ

受診月
１・２月
３・４月
５・６月

発送月
５月
７月
９月

受診月
７・８月
９・10月
11・12月

発送月
11月
翌年１月
翌年３月

受診月
１～９月

発送月
翌年１月上旬

受診月
10～12月

発送月
翌年２月下旬

～医療費通知の発送月～
国民健康保険

後期高齢者医療制度

新型コロナウイルス感染症に関する主な相談窓口
○ご自身の症状に不安がある場合など、一般的な問い合わせ
・北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター（24時間対応）☎0120－501－507（フリーダイヤ
　ル）
・厚生労働省電話相談窓口（コールセンター　９時～21時）☎0120－565－653（フリーダイヤル）
○差別や偏見などに関する相談
・北海道新型コロナウイルス人権相談窓口（９時～17時　土・日曜日、祝日を除く）☎011－206－0497

※

１

※

２

※

３

※

４

※

５

相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

　無料法律相談※1

　市民相談※2

消費生活相談

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

連合登別事務
所（中央町６
丁目20－５）

地域職業相談室
（アーニス内）

２月25日㈯
10時～12時30分

３月18日㈯
10時～13時

※登別消費者協会は、火
　～金曜日の10時～15時。

職業訓練セン
ター（青葉町）

障がい福祉グ
ループ

こども相談室
（こども家庭
グループ内）
または室蘭児
童相談所（室
蘭市寿町）

生活支援相談室
（社会福祉グループ内）

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

消費生活センタ
ー（市民サービ
スグループ内）
または登別消費
者協会（しんた
21内）

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、離婚、
家庭内暴力など

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

仕事や生活などの困りごと

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

就職活動などで抱える不安や
悩みなど

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など
※新型コロナウイルス感染症の
　影響による解雇・休業などに
　ついても受け付けています。

障がいのある方の就労

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7）

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

生活支援相談室
（☎85１９１１）

２月24日㈮までに
行政書士甲田啓一事務所
（☎84 4 8 3 9）

３月10日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1）

交通事故や金銭貸借、損害賠償、
離婚（養育費・面会交流）など
定員：６人（申し込み順）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

登別郵便局
（JR幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務への苦情や意見、要望

２月15日㈬
10時～12時一日行政相談 市民サービスＧ

（☎85 2 1 3 9）

月～金曜日
10時～16時（第１・３水曜日
は20時まで）（予約制）

土曜日
10時～17時

月～金曜日
17時以降（予約制）

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

※時間外も相談ください。
　（こども相談室につな
　がらない場合は、市役
　所（☎85２１１１）に
　かけ直しください）。

水・金曜日
８時30分～17時

２月16日㈭
13時～16時

２月22日㈬、３月10日
㈮10時～16時（予約制）

生活にお困りの方
　の相談窓口※3

障がいのある方の
　就労相談窓口※5

児童虐待について
　の相談窓口※4

無料労働相談
（市支援事業）

２月９日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2）

こども相談室
（☎85６６７７）
室蘭児童相談所
（☎44４１５２）
※緊急の場合は児童
　相談所全国共通ダ
　イヤル（☎189）

若年者等キャリア
カウンセリング
（市委託事業）

札幌弁護士会室蘭支部

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

※1～※5は、申請フォームからも
　申し込むことができます。

困った！ときにはまず相談2023.２月号13
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○入居希望者が募集戸数を超えたとき
は、住宅番号ごとに公開抽選を行い
ます。
　※抽選会に参加する必要はありませ
　ん。
○入居前に入居資格審査を行いますの
で、募集のしおりに記載している必
要書類を持参し、建築住宅グループ
にお越しください。審査結果により
入居できないことがあります。
○家賃の額は、入居する方の世帯収入
によって計算します。
○家賃のほか、共益費やガス設備に関
するリース料などがかかります。
○駐車場（１世帯１台分）を利用する
場合は、月額2,000円かかります。
○犬や猫などを飼うことはできません。
〇入居者が決定しなかった住宅は、３
月１日㈬から申し込み順で受付を行
います。また、登別温泉団地は随時
申し込みを受け付けています。

　市と北海道後期高齢者医療広域連合は、医療機関を受診した国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入
している方に『医療費通知』を送付しています。この通知は、医療費控除の申告手続きで医療費の明細書とし
て使用することができます。
※医療費控除の申告に関することは、室蘭税務署に問い合わせください。

ご注意ください
・医療費通知は、受診状況
についてお知らせするも
ので、請求書ではありま
せん。
・受診した日数などが正し
いか確認してください。

申込期間　２月１日㈬～10日㈮９時～17時30分（土・日曜
日を除く）
抽選日時・場所　２月15日㈬10時～・市役所３階第１会議
室
鍵渡し日・場所　３月27日㈪９時～16時30分・市役所３階
建築住宅グループ
対象　次の要件に該当する方
・家族で入居する方（婚約中の場合を含む）
・持ち家のない方
・現在、公営住宅に居住していない方
・市税の滞納がない方
・入居者及び同居者が暴力団員による不当な行為の防止等
に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員でない方

問い合わせ
国民健康保険グループ（☎85１７７１）
年金・長寿医療グループ（☎85２１３７）
北海道後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　（☎011－290－５６０１）

国民健康保険または
後期高齢者医療制度に加入している皆さんへ

新生町３丁目 千代の台

～募集住宅～

～収入基準～

所在地 団地名 募集区分

区分 収入月収

階数・広さ（㎡） 家賃（円）

一般世帯（単身不可） ４階・２LDK（57.9） 20,600～40,400

214,000円以下

158,000円以下

入居者または同居者に障がいがある方
（障がいの程度に基準があります。）
入居者が60歳以上で同居者のいずれもが
60歳以上または18歳未満の方
小学校就学前の子どもがいる世帯
上記以外の方
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問い合わせ　建築住宅グループ（☎85４３９９）
市営住宅の入居者を募集します市営住宅の入居者を募集します

医療費通知のお知らせ医療費通知のお知らせ

受診月
１・２月
３・４月
５・６月

発送月
５月
７月
９月

受診月
７・８月
９・10月
11・12月

発送月
11月
翌年１月
翌年３月

受診月
１～９月

発送月
翌年１月上旬

受診月
10～12月

発送月
翌年２月下旬

～医療費通知の発送月～
国民健康保険

後期高齢者医療制度

新型コロナウイルス感染症に関する主な相談窓口
○ご自身の症状に不安がある場合など、一般的な問い合わせ
・北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター（24時間対応）☎0120－501－507（フリーダイヤ
　ル）
・厚生労働省電話相談窓口（コールセンター　９時～21時）☎0120－565－653（フリーダイヤル）
○差別や偏見などに関する相談
・北海道新型コロナウイルス人権相談窓口（９時～17時　土・日曜日、祝日を除く）☎011－206－0497

※

１

※

２

※

３

※

４
※

５

相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

　無料法律相談※1

　市民相談※2

消費生活相談

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

連合登別事務
所（中央町６
丁目20－５）

地域職業相談室
（アーニス内）

２月25日㈯
10時～12時30分

３月18日㈯
10時～13時

※登別消費者協会は、火
　～金曜日の10時～15時。

職業訓練セン
ター（青葉町）

障がい福祉グ
ループ

こども相談室
（こども家庭
グループ内）
または室蘭児
童相談所（室
蘭市寿町）

生活支援相談室
（社会福祉グループ内）

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

消費生活センタ
ー（市民サービ
スグループ内）
または登別消費
者協会（しんた
21内）

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、離婚、
家庭内暴力など

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

仕事や生活などの困りごと

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

就職活動などで抱える不安や
悩みなど

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など
※新型コロナウイルス感染症の
　影響による解雇・休業などに
　ついても受け付けています。

障がいのある方の就労

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7）

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

生活支援相談室
（☎85１９１１）

２月24日㈮までに
行政書士甲田啓一事務所
（☎84 4 8 3 9）

３月10日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1）

交通事故や金銭貸借、損害賠償、
離婚（養育費・面会交流）など
定員：６人（申し込み順）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

登別郵便局
（JR幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務への苦情や意見、要望

２月15日㈬
10時～12時一日行政相談 市民サービスＧ

（☎85 2 1 3 9）

月～金曜日
10時～16時（第１・３水曜日
は20時まで）（予約制）

土曜日
10時～17時

月～金曜日
17時以降（予約制）

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

※時間外も相談ください。
　（こども相談室につな
　がらない場合は、市役
　所（☎85２１１１）に
　かけ直しください）。

水・金曜日
８時30分～17時

２月16日㈭
13時～16時

２月22日㈬、３月10日
㈮10時～16時（予約制）

生活にお困りの方
　の相談窓口※3

障がいのある方の
　就労相談窓口※5

児童虐待について
　の相談窓口※4

無料労働相談
（市支援事業）

２月９日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2）

こども相談室
（☎85６６７７）
室蘭児童相談所
（☎44４１５２）
※緊急の場合は児童
　相談所全国共通ダ
　イヤル（☎189）

若年者等キャリア
カウンセリング
（市委託事業）

札幌弁護士会室蘭支部

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

※1～※5は、申請フォームからも
　申し込むことができます。

困った！ときにはまず相談2023.２月号13



中央子育て支援センター（☎81３７１５）

登別子育て支援センター（☎80２７７２）

富岸子育てひろば（登別自然活動支援組織モモンガくらぶ・☎080－1890－0865）

すくすく子育て　いきいき健康15 2023.２月号

日時 対象 内容 定員 参加料 持ち物 申込期限

オンラインとんこ
小学校入学
前の子ども
とその保護
者

子どもの育ちや育児につ
いてのお話
※Ｚ

ズ ー ム
ｏｏｍを活用して、

　自宅から参加するオン
　ラインひろばです。
※参加者が２組以上いる
　場合のみ、開催します｡

ー

ー

Ｚｏｏｍア
プリをダウ
ンロード済
みの端末

１
フ ァ ー ス ト

ｓｔＢ
バ ー ス

ＩＲＴＨ　
子ども目線の部屋
づくり

妊婦の方

可）

赤ちゃんと一緒に過ごす
部屋づくりについて考え
る

５人

－
子育てＣ

カ フ ェ
ＡＦＥ

子どもと楽しむ音
のワークショップ

子育て中の
方
※託児あり。

音やリズムにふれあう大
切さを学ぶ

とんこフレンズパ
ーク
思いっきり雪遊び
の日

小学校入学
前の子ども
とその保護
者

そり遊び、雪遊び
防寒着、手
袋、帽子、
着替え、飲
み物など

お楽しみ会
雪遊び 親子でそり遊びや雪遊び ー ー

防寒着、手
袋、帽子、
着替えなど

当日、直接ひ
ろばまでお越
しください

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

ひなまつり
製作

３月１日㈬・３日㈮
※各開放時間内で行
　います。

小学校入学前の子ど
もとその保護者

ひな祭り飾りの製
作

各回
５組

着替え、飲
み物（お茶
または水、
ミルク）な
ど

－

お父さんと
あそぼう

３月４日㈯ 小学校入学前の子ど
もとそのお父さん

親子で楽しむふれ
あい遊びなど

５組
３月３日㈮

あそびの広場
０歳児

生後２カ月から１歳
２カ月までの子ども
とその保護者

手作りおもちゃの
製作

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み
お父さんと遊
ぼう

小学校入学前の子ど
もとそのお父さん ひな祭り飾りの製

作、手遊び、パネ
ルシアターなど

－ 着替え、飲
み物（お茶
または水）
など

－
お楽しみデー 小学校入学前の子ど

もとその保護者

もの作り
小学校入学前の子ど
もとその保護者（大
人２人）

牛乳パックを使っ
た椅子作り ４組

すくすく子育て　いきいき健康 142023.２月号

すくくすすくく子育て
いきき いい きき 健 康

○定員について…抽選ではない場
　合は、申し込み順となります。
○申し込みについて…期限や期間
　の記載がない場合は、当日直接
　会場にお越しください。

※ 内容については、１月13日現在の情報を掲載しています｡
　 イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　 なっている場合がありますので、ご注意ください。

※『すくすく☆親子相談』『ママあい』『ぽっぽ』は、前日までに電話で健康推進グループに
　申し込みが必要です。
※子育てに関するオンライン相談も受け付けています。相談を希望する３日前までに、市公式
　ウェブサイトから申し込みください。

▲

オ
ン
ラ
イ

　ン
相
談

乳幼児健康診査・健康相談（健康推進グループ・☎85０１００）

しんた21（健康推進グループ・☎85０１００）

日時 場所 対象 内容 持ち物
４～５カ月児
健康診査

３月８日㈬
※時間は個別通知。

た
ん
し

まれ
診察、身体計測、栄養・育児
相談 母子健康手帳､

バスタオル、
替えおむつ

健康相談
３月９日㈭
※時間は個別通知。

令和４年５月生
まれ 身体計測、栄養・育児相談

１歳６カ月児
健康診査 ※時間は個別通知。

令和３年８月生
まれ

診察、歯科検診、身体計測、
栄養・歯科・育児相談、フッ 母子健康手帳､

バスタオル

３歳児
健康診査 ※時間は個別通知。

令和２年２月生
まれ

診察、歯科検診、尿検査、身
体計測、栄養・歯科・育児相
談

母子健康手帳､
フェイスタオ
ル

すくすく☆ － 発育・発達・育児・栄養など
の相談

母子健康手帳､
バスタオル

産前・産後相談
３月２日㈭・７日㈫・ 妊婦または生後

６カ月未満の子
どもとその家族

授乳・育児などの相談（個別
相談）

母子健康手帳､
バスタオル、
替えおむつ

あそび相談 生後６カ月以降
の子どもとその
家族

遊び・育児などの相談（個別
相談）

日時 対象 内容 定員 持ち物 申込期限

すこやかマタニティ
教室

３月６日㈪
妊婦の方

調乳体験、産後の生活
や新生児の特徴につい
てのお話など

母子健康手帳、
母子健康手帳副
読本、飲み物

すこやかマタニティ
教室 妊婦の方とそ

の家族
沐
もく
浴
よく
・抱っこ・おむつ

交換の体験実習、パパ
の妊婦体験など

母子健康手帳、
飲み物



中央子育て支援センター（☎81３７１５）

登別子育て支援センター（☎80２７７２）

富岸子育てひろば（登別自然活動支援組織モモンガくらぶ・☎080－1890－0865）

すくすく子育て　いきいき健康15 2023.２月号

日時 対象 内容 定員 参加料 持ち物 申込期限
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前の子ども
とその保護
者

子どもの育ちや育児につ
いてのお話
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ズ ー ム
ｏｏｍを活用して、

　自宅から参加するオン
　ラインひろばです。
※参加者が２組以上いる
　場合のみ、開催します｡
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Ｚｏｏｍア
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部屋づくりについて考え
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５人
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カ フ ェ
ＡＦＥ

子どもと楽しむ音
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子育て中の
方
※託児あり。

音やリズムにふれあう大
切さを学ぶ

とんこフレンズパ
ーク
思いっきり雪遊び
の日

小学校入学
前の子ども
とその保護
者

そり遊び、雪遊び
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袋、帽子、
着替え、飲
み物など
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雪遊び 親子でそり遊びや雪遊び ー ー

防寒着、手
袋、帽子、
着替えなど

当日、直接ひ
ろばまでお越
しください

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

ひなまつり
製作

３月１日㈬・３日㈮
※各開放時間内で行
　います。

小学校入学前の子ど
もとその保護者

ひな祭り飾りの製
作

各回
５組

着替え、飲
み物（お茶
または水、
ミルク）な
ど

－

お父さんと
あそぼう

３月４日㈯ 小学校入学前の子ど
もとそのお父さん

親子で楽しむふれ
あい遊びなど

５組
３月３日㈮

あそびの広場
０歳児

生後２カ月から１歳
２カ月までの子ども
とその保護者

手作りおもちゃの
製作

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み
お父さんと遊
ぼう

小学校入学前の子ど
もとそのお父さん ひな祭り飾りの製

作、手遊び、パネ
ルシアターなど

－ 着替え、飲
み物（お茶
または水）
など

－
お楽しみデー 小学校入学前の子ど

もとその保護者

もの作り
小学校入学前の子ど
もとその保護者（大
人２人）

牛乳パックを使っ
た椅子作り ４組

すくすく子育て　いきいき健康 142023.２月号
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○定員について…抽選ではない場
　合は、申し込み順となります。
○申し込みについて…期限や期間
　の記載がない場合は、当日直接
　会場にお越しください。

※ 内容については、１月13日現在の情報を掲載しています｡
　 イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　 なっている場合がありますので、ご注意ください。

※『すくすく☆親子相談』『ママあい』『ぽっぽ』は、前日までに電話で健康推進グループに
　申し込みが必要です。
※子育てに関するオンライン相談も受け付けています。相談を希望する３日前までに、市公式
　ウェブサイトから申し込みください。
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ラ
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談

乳幼児健康診査・健康相談（健康推進グループ・☎85０１００）

しんた21（健康推進グループ・☎85０１００）

日時 場所 対象 内容 持ち物
４～５カ月児
健康診査

３月８日㈬
※時間は個別通知。

た
ん
し

まれ
診察、身体計測、栄養・育児
相談 母子健康手帳､

バスタオル、
替えおむつ

健康相談
３月９日㈭
※時間は個別通知。

令和４年５月生
まれ 身体計測、栄養・育児相談

１歳６カ月児
健康診査 ※時間は個別通知。

令和３年８月生
まれ

診察、歯科検診、身体計測、
栄養・歯科・育児相談、フッ 母子健康手帳､

バスタオル

３歳児
健康診査 ※時間は個別通知。

令和２年２月生
まれ

診察、歯科検診、尿検査、身
体計測、栄養・歯科・育児相
談

母子健康手帳､
フェイスタオ
ル

すくすく☆ － 発育・発達・育児・栄養など
の相談

母子健康手帳､
バスタオル

産前・産後相談
３月２日㈭・７日㈫・ 妊婦または生後

６カ月未満の子
どもとその家族

授乳・育児などの相談（個別
相談）

母子健康手帳､
バスタオル、
替えおむつ

あそび相談 生後６カ月以降
の子どもとその
家族

遊び・育児などの相談（個別
相談）

日時 対象 内容 定員 持ち物 申込期限

すこやかマタニティ
教室

３月６日㈪
妊婦の方

調乳体験、産後の生活
や新生児の特徴につい
てのお話など

母子健康手帳、
母子健康手帳副
読本、飲み物

すこやかマタニティ
教室 妊婦の方とそ

の家族
沐
もく
浴
よく
・抱っこ・おむつ

交換の体験実習、パパ
の妊婦体験など

母子健康手帳、
飲み物



すくすく子育て　いきいき健康 162023.２月号

鷲別子育て支援センター（☎84１２３５）

支給額　児童１人当たり６万円(国５万円､北海道１万円）
申請期限　２月28日㈫
※給付金は、ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分
　とひとり親世帯分を重複して受給することはできませ
　ん。
※詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

対象　令和４年４月分の児童手当または特別
　児童扶養手当受給者であって、令和４年度
　分の住民税均等割が非課税である方
※対象児童は、令和４年３月31日時点で18歳
　未満の児童（特別児童扶養手当の認定を受けた児童の
　場合は、20歳未満）です。
※令和５年２月28日㈫までに生まれる新生児も対象です。
※対象児童の養育者であって、新型コロナウイルス感染
　症の影響を受けて家計が急変し、令和４年度分の住民
　税均等割が非課税の方と同様の状況にあると認められ
　る方も対象です。
※申請が不要な方には文書を送付済みです。

対象
①令和４年４月分の児童扶養手当受給者の方
②公的年金（遺族年金・障害年金・老齢年金・
　労災年金、遺族補償など）を受給していることにより、
　令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない方
③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変
　するなど、収入が児童扶養手当を受給している方と同
　じ水準になっている方
※①の方には支給済みです。
問い合わせ　こども家庭グループ（☎57１０７８）

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯
生活支援特別給付金の申請はお済みですか

ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分

ひとり親世帯分ひとり親世帯分

ブックファーム あーにすブックファーム あーにす
　登別市市民自治推進委員会育み部会は、
幼児期から読書に親しむ機会をつくるため、
『ブックファーム　あーにす』を開設しました。
日時　２月18日㈯10時～12時
場所　アーニス２階（観光経済部執務室となり）
問い合わせ　市民協働グループ（☎57１０７９）

２～３月の歯科救急医療

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話
２月５日㈰ 本田歯科　　　　 （☎㉒３３２２）

森歯科クリニック （☎

早川歯科　　　　 

本田歯科医院
　　　　 （☎０１４２㉒１６４１）

水野歯科医院　　 （☎44４５００）

横山歯科医院　　 （☎㉒２３９４）

サイトウ歯科医院 （☎43６６８６）

３月５日㈰
ちりべつファミリー歯科
　　　　　　　　 （☎41４１４１）
室蘭市知利別町３丁目５－７

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

親子で楽しむ
運動遊び

２月７日㈫
小学校入学前の
子どもとその保
護者

理学療法士・佐
さ
藤
とう
優
まさる
さんによ

る講座
－

着替え、飲
み物（お茶
または水）
など

－

はぐっと
公認心理師によるミニ講座

　座を行います。

鷲別子育て支
援センターに

初めて鷲別子育
て支援センター
を利用する小学
校入学前の子ど
もとその保護者

完全予約制での開放、親子で
簡単にできるフォトフレーム
製作

３組 ２月６日㈪

季節の製作

小学校入学前の
子どもとその保
護者

ひな祭り飾りの製作

－ －
手話講座 手話通訳専門員によるミニ講

座

お誕生会 日㈫

２月が誕生月のお友達をみん
なでお祝い
※誕生月のお友達はお誕生カ
　ードを作るので早めにお越
　しください。

▶ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

※『*』は、申込期限以降もキャンセル待ち登録（定員に満たない場合は申し込み）ができます。詳しくはウェブサイトをご覧ください。
※野外で行うイベントには、野外で活動できる服装や帽子、手袋、防寒着、飲み物などを持参してください。
※イベントの開催状況などについては、ふぉれすと鉱山のウェブサイト（https://forestkouzan.org/）をご覧ください。

日　時 対　　象 内　　容定員
　　市立図書館

※団体での参加は、事前にご相談ください。
※２月の休館日は、６日㈪・11日㈯・13日㈪・20日㈪・23日㈭・24日㈮・27日㈪です。

▶
市
立
図
書

　
館
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト

イベント

デジタル絵本の読み聞かせ幼児以上
（幼児は保護者同伴）

デジタル分館の
おはなし会

講演会『資料から
読み解くイザベラ
・バード』

おはなしぽけっと

２月５日㈰14時

２月25日㈯
13時30分

２月１日㈬
～22日㈬雑誌の付録抽選会

２月18日㈯
14時～16時

－

－

30人

貸し出しを利用する方
※貸し出し１回につき応
　募用紙を１枚渡します。

どなたでも

幼児以上
（幼児は保護者同伴）

図書館で購入している雑誌の付録を
抽選でプレゼント

絵本の読み聞かせと紙芝居

イザベラ・バードの資料を用い『日
本奥地紀行』を改めて検証、考察
講師　土屋忠紀さん

つち　や　ただ　のり

アンド

①のびのびコース：
　２～４歳児とその
　保護者
②もりもりコース：
　４（年中）～６歳児

小学４～中学生 15人

30人

①10組
②10人

15人

15人

100円

100円

100円

100円

200円

小学生

－－
日　時 対　象 内　容 定員 参加料 申し込み

ふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山
冬まつり

２月５日㈰
10時30分～15時

10人 600円

200円

山の学校

地図読み＆
プチハイク

モモンガ調査会

里山づくりの日

ひなまつり
イベント

ながぐつ
レンジャー

森のようちえん

３月26日㈰
10時～12時

２月11日㈯
10時30分～
12時30分

２月18日㈯
15時30分～18時

２月25日㈯
10時～12時

２月26日㈰
10時30分～15時

３月12日㈰
10時～12時

３月19日㈰
10時～12時

18歳以上
(高校生不可)

どなたでも（小学３年
生以下は保護者同伴）

どなたでも（小学３年
生以下は保護者同伴）

高校生以上

どなたでも（18歳以下
は保護者同伴）

つる刈りをしてリー
スを作る

クラフト作りや春探
しの散策

地図読みの基礎を学
び、森へ出かける

宝物探しや冬のアク
ティビティなど

食痕やふんなどの調
査

冬のデイキャンプを
楽しむ

巣箱設置とごみ拾い

少し雪が残る森の中
で春を探します

*２月26日㈰
　～３月３日㈮

２月10日㈮

２月17日㈮

２月24日㈮

*２月12日㈰
　～17日㈮

２月10日㈮
～25日㈯

*２月19日㈰
　～24日㈮

※プログラムにより異なります。

※プログラム
　により異な
　ります。

ていつに員定 ○ …抽選ではない場合
は、申し込み順となります。

み込し申 ○ …期限や期間の記載がな
い場合は、当日直接会場にお越し
ください。

はに際の加参 ※ マスクの着用や咳エ
チケットの徹底など、感染症対策
にご協力をお願いします。

※内容については、１月13日現在の情報を掲載して
　います。イベントなどについて、中止や延期とな
　っている場合がありますので、ご注意ください。

わくわくおでかけナビゲーション17 2023.２月号



すくすく子育て　いきいき健康 162023.２月号

鷲別子育て支援センター（☎84１２３５）

支給額　児童１人当たり６万円(国５万円､北海道１万円）
申請期限　２月28日㈫
※給付金は、ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分
　とひとり親世帯分を重複して受給することはできませ
　ん。
※詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

対象　令和４年４月分の児童手当または特別
　児童扶養手当受給者であって、令和４年度
　分の住民税均等割が非課税である方
※対象児童は、令和４年３月31日時点で18歳
　未満の児童（特別児童扶養手当の認定を受けた児童の
　場合は、20歳未満）です。
※令和５年２月28日㈫までに生まれる新生児も対象です。
※対象児童の養育者であって、新型コロナウイルス感染
　症の影響を受けて家計が急変し、令和４年度分の住民
　税均等割が非課税の方と同様の状況にあると認められ
　る方も対象です。
※申請が不要な方には文書を送付済みです。

対象
①令和４年４月分の児童扶養手当受給者の方
②公的年金（遺族年金・障害年金・老齢年金・
　労災年金、遺族補償など）を受給していることにより、
　令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない方
③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変
　するなど、収入が児童扶養手当を受給している方と同
　じ水準になっている方
※①の方には支給済みです。
問い合わせ　こども家庭グループ（☎57１０７８）

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯
生活支援特別給付金の申請はお済みですか

ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分

ひとり親世帯分ひとり親世帯分

ブックファーム あーにすブックファーム あーにす
　登別市市民自治推進委員会育み部会は、
幼児期から読書に親しむ機会をつくるため、
『ブックファーム　あーにす』を開設しました。
日時　２月18日㈯10時～12時
場所　アーニス２階（観光経済部執務室となり）
問い合わせ　市民協働グループ（☎57１０７９）

２～３月の歯科救急医療

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話
２月５日㈰ 本田歯科　　　　 （☎㉒３３２２）

森歯科クリニック （☎

早川歯科　　　　 

本田歯科医院
　　　　 （☎０１４２㉒１６４１）

水野歯科医院　　 （☎44４５００）

横山歯科医院　　 （☎㉒２３９４）

サイトウ歯科医院 （☎43６６８６）

３月５日㈰
ちりべつファミリー歯科
　　　　　　　　 （☎41４１４１）
室蘭市知利別町３丁目５－７

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

親子で楽しむ
運動遊び

２月７日㈫
小学校入学前の
子どもとその保
護者

理学療法士・佐
さ
藤
とう
優
まさる
さんによ

る講座
－

着替え、飲
み物（お茶
または水）
など

－

はぐっと
公認心理師によるミニ講座

　座を行います。

鷲別子育て支
援センターに

初めて鷲別子育
て支援センター
を利用する小学
校入学前の子ど
もとその保護者

完全予約制での開放、親子で
簡単にできるフォトフレーム
製作

３組 ２月６日㈪

季節の製作

小学校入学前の
子どもとその保
護者

ひな祭り飾りの製作

－ －
手話講座 手話通訳専門員によるミニ講

座

お誕生会 日㈫

２月が誕生月のお友達をみん
なでお祝い
※誕生月のお友達はお誕生カ
　ードを作るので早めにお越
　しください。

▶ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

※『*』は、申込期限以降もキャンセル待ち登録（定員に満たない場合は申し込み）ができます。詳しくはウェブサイトをご覧ください。
※野外で行うイベントには、野外で活動できる服装や帽子、手袋、防寒着、飲み物などを持参してください。
※イベントの開催状況などについては、ふぉれすと鉱山のウェブサイト（https://forestkouzan.org/）をご覧ください。

日　時 対　　象 内　　容定員
　　市立図書館

※団体での参加は、事前にご相談ください。
※２月の休館日は、６日㈪・11日㈯・13日㈪・20日㈪・23日㈭・24日㈮・27日㈪です。

▶
市
立
図
書

　
館
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト

イベント

デジタル絵本の読み聞かせ幼児以上
（幼児は保護者同伴）

デジタル分館の
おはなし会

講演会『資料から
読み解くイザベラ
・バード』

おはなしぽけっと

２月５日㈰14時

２月25日㈯
13時30分

２月１日㈬
～22日㈬雑誌の付録抽選会

２月18日㈯
14時～16時

－

－

30人

貸し出しを利用する方
※貸し出し１回につき応
　募用紙を１枚渡します。

どなたでも

幼児以上
（幼児は保護者同伴）

図書館で購入している雑誌の付録を
抽選でプレゼント

絵本の読み聞かせと紙芝居

イザベラ・バードの資料を用い『日
本奥地紀行』を改めて検証、考察
講師　土屋忠紀さん

つち　や　ただ　のり

アンド

①のびのびコース：
　２～４歳児とその
　保護者
②もりもりコース：
　４（年中）～６歳児

小学４～中学生 15人

30人

①10組
②10人

15人

15人

100円

100円

100円

100円

200円

小学生

－－
日　時 対　象 内　容 定員 参加料 申し込み

ふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山
冬まつり

２月５日㈰
10時30分～15時

10人 600円

200円

山の学校

地図読み＆
プチハイク

モモンガ調査会

里山づくりの日

ひなまつり
イベント

ながぐつ
レンジャー

森のようちえん

３月26日㈰
10時～12時

２月11日㈯
10時30分～
12時30分

２月18日㈯
15時30分～18時

２月25日㈯
10時～12時

２月26日㈰
10時30分～15時

３月12日㈰
10時～12時

３月19日㈰
10時～12時

18歳以上
(高校生不可)

どなたでも（小学３年
生以下は保護者同伴）

どなたでも（小学３年
生以下は保護者同伴）

高校生以上

どなたでも（18歳以下
は保護者同伴）

つる刈りをしてリー
スを作る

クラフト作りや春探
しの散策

地図読みの基礎を学
び、森へ出かける

宝物探しや冬のアク
ティビティなど

食痕やふんなどの調
査

冬のデイキャンプを
楽しむ

巣箱設置とごみ拾い

少し雪が残る森の中
で春を探します

*２月26日㈰
　～３月３日㈮

２月10日㈮

２月17日㈮

２月24日㈮

*２月12日㈰
　～17日㈮

２月10日㈮
～25日㈯

*２月19日㈰
　～24日㈮

※プログラムにより異なります。

※プログラム
　により異な
　ります。

ていつに員定 ○ …抽選ではない場合
は、申し込み順となります。

み込し申 ○ …期限や期間の記載がな
い場合は、当日直接会場にお越し
ください。

はに際の加参 ※ マスクの着用や咳エ
チケットの徹底など、感染症対策
にご協力をお願いします。

※内容については、１月13日現在の情報を掲載して
　います。イベントなどについて、中止や延期とな
　っている場合がありますので、ご注意ください。

わくわくおでかけナビゲーション17 2023.２月号



わくわくおでかけナビゲーション 182023.２月号

郷土資料館の催し郷土資料館の催し

日時　２月25日㈯10時～12時
場所　郷土資料館
対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
内容　みじん粉と砂糖を混ぜて『らくがん』作り
定員　10人
参加料　300円
持ち物　防寒着、上靴、エプロン、三角巾、手ふき、
　菓子持ち帰り用の容器など
申し込み　２月４日㈯～18日㈯までに同館
　　　　　　　　　　　　　　　　（☎88１３３９）

日時　２月１日㈬～３月３日㈮10時～16時
場所　郷土資料館
内容　明治・大正・昭和のおひなさまを展示
問い合わせ　同館（☎88１３３９）

ゆ　あさ

和菓子作り体験和菓子作り体験

おひなさま人形展おひなさま人形展

文化・スポーツ振興財団の催し文化・スポーツ振興財団の催し
 燻製作り体験
日時　２月21日㈫14時～16時
場所　市民会館
対象　市内に居住または通勤する方
内容　卵やチーズ、鶏肉など、身近な食材を使って
　簡単で美味しい燻製作りを体験
定員　20人
参加料　1,000円
申し込み　２月６日㈪～15日㈬に同財団
　　　　　　　　　　　　　　　　（☎88１１１６）

 市民ボウリング大会
日時　２月９日㈭18時受付、18時30分開始
場所　ディノスボウル室蘭
対象　市内に居住または通
　勤する18歳以上の方
定員　30人
参加料　1,600円
申し込み　２月８日㈬までに同財団（☎88１１１６）

 春風亭一之輔独演会
日時　３月29日㈬18時
場所　市民会館
チケット料金　2,000円（当日券2,500円）
チケット販売開始日　２月15日㈬
チケット販売場所　市民会館、若草つ
　どいセンター、市役所母子会売店、
　川西燃料、アーニス、ぷらっと・て
　ついち、ぎんやレコード、エルム楽
　器室蘭店、ローソンチケット
問い合わせ　同財団（☎88１１１６）

市民プール『らくあ』休館情報市民プール『らくあ』休館情報
期間　２月５日㈰…水泳大会のため、２月18
　日㈯・19日㈰…設備の点検整備のため
問い合わせ　らくあ（☎85５５８８）

認知症家族のつどい
福寿草の会

認知症家族のつどい
福寿草の会

日時　３月17日㈮10時～11時30分
場所　鉄南ふれあいセンター
内容　介護施設について学ぶ
定員　15人
申し込み　３月10日㈮までに地域包括支援セ
　ンターあおい（愛桜）
　　　　　　（☎83０５１１・　83０８１１）

登別バドミントンスポーツ
少年団 団員募集

登別バドミントンスポーツ
少年団 団員募集

活動日時　毎週土曜日13時30分～17時
場所　総合体育館など
対象　小学３～５年生
定員　８人
会費　月額1,500円
※入団費や、親の会会費、スポーツ安全保険
　料など別途かかります。
申し込み　２月６日㈪から湯浅さん
　　　　　　　　　　　 （☎090‒2693‒9769）
※連絡は16時以降にお願いします。

戦争関係資料を収集しています戦争関係資料を収集しています
　郷土資料館では、７月下旬から太平洋戦
争下を生きた地域の人々を紹介する特別展
の開催を予定しています。
　終戦から78年がたとうとする中、戦争を
経験したことがある方は、ますます少なく
なっています。
　ぜひ、皆さまのご自宅にある戦争関係資
料をご提供ください（資料の原本を手元に
残したい場合は、調査後返却しますのでお
知らせください)。
※購入物や被写体が全く不明である写真な
　ど、内容によっては引き取りをお断りす
　る場合があります。
資料の例　当時の日記や手紙、写真、訓練
　や配給に関するもの、軍隊手帳など
問い合わせ　社会教育グループ

（☎88１１２９)

しゅんぷう　てい　いち　の　すけ

くん

わくわくおでかけナビゲーション19 2023.２月号

市民活動支援ラインナップ

のぼりんイベント

日時　２月21日㈫13時30分～15時
対象　市民活動の運営やこれから立ち上げを考
　えている方
定員　５団体（１団体２人まで）
持ち物　使用したい写真など必要なもの

リーフレット作成のコツを教えますリーフレット作成のコツを教えます
～市民活動パワーアップ講座～
リーフレット作成のコツを教えます
～市民活動パワーアップ講座～

日時　２月９日㈭19時～20時30分
対象　まちづくりの活動を実践している方、興
　味がある方
定員　15人
講師　前橋史子さん（壮瞥町地域おこし協力隊）

まえ　はし　ふみ　こ

すずり

移住と起業とまちづくり移住と起業とまちづくり
～みんなでまちづくり～
移住と起業とまちづくり
～みんなでまちづくり～

日時　２月15日㈬10時～12時
対象　18歳以上
定員　10人
持ち物　硯、墨液、筆（大小）、文鎮、下敷き、
　半紙、新聞紙

日時　２月18日㈯
　９時30分～12時30分
対象　18歳以上
定員　12人
材料費　1,000円

造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～
造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～
造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～

日時　２月20日㈪
　13時30分～15時30分
対象　どなたでも
定員　10人

和製エアロビクスともいわれ楽しく、
粋な踊りです
～かっぽれ踊り～

和製エアロビクスともいわれ楽しく、
粋な踊りです
～かっぽれ踊り～

和製エアロビクスともいわれ楽しく、
粋な踊りです
～かっぽれ踊り～

日時　２月25日㈯
　10時～11時30分
対象　18歳以上
定員　10人
材料費　2,000円
申込期限　２月17日㈮

桃の節句のお花を生けます
～生け花教室～
桃の節句のお花を生けます
～生け花教室～
桃の節句のお花を生けます
～生け花教室～

日時　３月１日㈬14時～８日㈬15時 
内容　デッサン作品の展示  
問い合わせ　干谷さん（☎88１２４６）

～人物デッサンサークル展～
主催　登別人物デッサンサークル
～人物デッサンサークル展～
主催　登別人物デッサンサークル
～人物デッサンサークル展～
主催　登別人物デッサンサークル

指先で脳活･･･筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～
指先で脳活･･･筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～
指先で脳活･･･筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～

日時　２月17日㈮10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　10人
材料費　1,000円

乾燥させた葉の形や色を生かし、重ね合わせ
絵画を表現します
～葉画教室～

乾燥させた葉の形や色を生かし、重ね合わせ
絵画を表現します
～葉画教室～

乾燥させた葉の形や色を生かし、重ね合わせ
絵画を表現します
～葉画教室～

は　がは　がは　が

ほし　　や

※内容については、１月13日現在の情報を掲載しています。
　イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　なっている場合がありますので、ご注意ください。

▶開館日時
▶申し込み・問い合わせ

市民活動センター からのお知らせ『のぼりん』『のぼりん』
※イベントの開催状況などについては、のぼりんのウェブサイト（https://noborin.org/）
　をご覧ください。全て申し込み順となります。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

◀
の
ぼ
り
ん



わくわくおでかけナビゲーション 182023.２月号

郷土資料館の催し郷土資料館の催し

日時　２月25日㈯10時～12時
場所　郷土資料館
対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
内容　みじん粉と砂糖を混ぜて『らくがん』作り
定員　10人
参加料　300円
持ち物　防寒着、上靴、エプロン、三角巾、手ふき、
　菓子持ち帰り用の容器など
申し込み　２月４日㈯～18日㈯までに同館
　　　　　　　　　　　　　　　　（☎88１３３９）

日時　２月１日㈬～３月３日㈮10時～16時
場所　郷土資料館
内容　明治・大正・昭和のおひなさまを展示
問い合わせ　同館（☎88１３３９）

ゆ　あさ

和菓子作り体験和菓子作り体験

おひなさま人形展おひなさま人形展

文化・スポーツ振興財団の催し文化・スポーツ振興財団の催し
 燻製作り体験
日時　２月21日㈫14時～16時
場所　市民会館
対象　市内に居住または通勤する方
内容　卵やチーズ、鶏肉など、身近な食材を使って
　簡単で美味しい燻製作りを体験
定員　20人
参加料　1,000円
申し込み　２月６日㈪～15日㈬に同財団
　　　　　　　　　　　　　　　　（☎88１１１６）

 市民ボウリング大会
日時　２月９日㈭18時受付、18時30分開始
場所　ディノスボウル室蘭
対象　市内に居住または通
　勤する18歳以上の方
定員　30人
参加料　1,600円
申し込み　２月８日㈬までに同財団（☎88１１１６）

 春風亭一之輔独演会
日時　３月29日㈬18時
場所　市民会館
チケット料金　2,000円（当日券2,500円）
チケット販売開始日　２月15日㈬
チケット販売場所　市民会館、若草つ
　どいセンター、市役所母子会売店、
　川西燃料、アーニス、ぷらっと・て
　ついち、ぎんやレコード、エルム楽
　器室蘭店、ローソンチケット
問い合わせ　同財団（☎88１１１６）

市民プール『らくあ』休館情報市民プール『らくあ』休館情報
期間　２月５日㈰…水泳大会のため、２月18
　日㈯・19日㈰…設備の点検整備のため
問い合わせ　らくあ（☎85５５８８）

認知症家族のつどい
福寿草の会

認知症家族のつどい
福寿草の会

日時　３月17日㈮10時～11時30分
場所　鉄南ふれあいセンター
内容　介護施設について学ぶ
定員　15人
申し込み　３月10日㈮までに地域包括支援セ
　ンターあおい（愛桜）
　　　　　　（☎83０５１１・　83０８１１）

登別バドミントンスポーツ
少年団 団員募集

登別バドミントンスポーツ
少年団 団員募集

活動日時　毎週土曜日13時30分～17時
場所　総合体育館など
対象　小学３～５年生
定員　８人
会費　月額1,500円
※入団費や、親の会会費、スポーツ安全保険
　料など別途かかります。
申し込み　２月６日㈪から湯浅さん
　　　　　　　　　　　 （☎090‒2693‒9769）
※連絡は16時以降にお願いします。

戦争関係資料を収集しています戦争関係資料を収集しています
　郷土資料館では、７月下旬から太平洋戦
争下を生きた地域の人々を紹介する特別展
の開催を予定しています。
　終戦から78年がたとうとする中、戦争を
経験したことがある方は、ますます少なく
なっています。
　ぜひ、皆さまのご自宅にある戦争関係資
料をご提供ください（資料の原本を手元に
残したい場合は、調査後返却しますのでお
知らせください)。
※購入物や被写体が全く不明である写真な
　ど、内容によっては引き取りをお断りす
　る場合があります。
資料の例　当時の日記や手紙、写真、訓練
　や配給に関するもの、軍隊手帳など
問い合わせ　社会教育グループ

（☎88１１２９)

しゅんぷう　てい　いち　の　すけ

くん

わくわくおでかけナビゲーション19 2023.２月号

市民活動支援ラインナップ

のぼりんイベント

日時　２月21日㈫13時30分～15時
対象　市民活動の運営やこれから立ち上げを考
　えている方
定員　５団体（１団体２人まで）
持ち物　使用したい写真など必要なもの

リーフレット作成のコツを教えますリーフレット作成のコツを教えます
～市民活動パワーアップ講座～
リーフレット作成のコツを教えます
～市民活動パワーアップ講座～

日時　２月９日㈭19時～20時30分
対象　まちづくりの活動を実践している方、興
　味がある方
定員　15人
講師　前橋史子さん（壮瞥町地域おこし協力隊）

まえ　はし　ふみ　こ

すずり

移住と起業とまちづくり移住と起業とまちづくり
～みんなでまちづくり～
移住と起業とまちづくり
～みんなでまちづくり～

日時　２月15日㈬10時～12時
対象　18歳以上
定員　10人
持ち物　硯、墨液、筆（大小）、文鎮、下敷き、
　半紙、新聞紙

日時　２月18日㈯
　９時30分～12時30分
対象　18歳以上
定員　12人
材料費　1,000円

造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～
造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～
造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～

日時　２月20日㈪
　13時30分～15時30分
対象　どなたでも
定員　10人

和製エアロビクスともいわれ楽しく、
粋な踊りです
～かっぽれ踊り～

和製エアロビクスともいわれ楽しく、
粋な踊りです
～かっぽれ踊り～

和製エアロビクスともいわれ楽しく、
粋な踊りです
～かっぽれ踊り～

日時　２月25日㈯
　10時～11時30分
対象　18歳以上
定員　10人
材料費　2,000円
申込期限　２月17日㈮

桃の節句のお花を生けます
～生け花教室～
桃の節句のお花を生けます
～生け花教室～
桃の節句のお花を生けます
～生け花教室～

日時　３月１日㈬14時～８日㈬15時 
内容　デッサン作品の展示  
問い合わせ　干谷さん（☎88１２４６）

～人物デッサンサークル展～
主催　登別人物デッサンサークル
～人物デッサンサークル展～
主催　登別人物デッサンサークル
～人物デッサンサークル展～
主催　登別人物デッサンサークル

指先で脳活･･･筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～
指先で脳活･･･筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～
指先で脳活･･･筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～

日時　２月17日㈮10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　10人
材料費　1,000円

乾燥させた葉の形や色を生かし、重ね合わせ
絵画を表現します
～葉画教室～

乾燥させた葉の形や色を生かし、重ね合わせ
絵画を表現します
～葉画教室～

乾燥させた葉の形や色を生かし、重ね合わせ
絵画を表現します
～葉画教室～

は　がは　がは　が

ほし　　や

※内容については、１月13日現在の情報を掲載しています。
　イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　なっている場合がありますので、ご注意ください。

▶開館日時
▶申し込み・問い合わせ

市民活動センター からのお知らせ『のぼりん』『のぼりん』
※イベントの開催状況などについては、のぼりんのウェブサイト（https://noborin.org/）
　をご覧ください。全て申し込み順となります。

ウ
ェ
ブ
サ
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ト
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り
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わくわくおでかけナビゲーション 202023.２月号

令和５年度 登別市立学校体育施設開放事業の
利用団体登録を開始します

令和５年度 登別市立学校体育施設開放事業の
利用団体登録を開始します

▲市公式ウェブサイト

体育館開放施設　市内の全ての小学校、緑陽中学校、幌
　別中学校、登別中学校
開放日時　４月３日㈪～令和６年２月28日㈬18時～21時
※土・日曜日、祝日、年末年始、学校行事などで使用す
　る日を除く。
※鷲別・富岸小学校、登別中学校は、18時30分～21時。
※緑陽・幌別中学校は、19時～21時。
対象　次の全てを満たす団体
・市内に居住または通勤する方10人以上で構成される団
　体であること
・団体の構成員の中から責任者と代理責任者を１人ずつ
　明確にすること
・興行や営利を目的とした活動で利用しないこと
利用料　１回につき500円（青少年団体は250円）
※青少年団体とは、青少年の健全育成を目的としたおお
　むね３分の２以上が15歳以下で構成される団体。
申込方法　２月６日㈪までに社会教育グループ、青少年
　会館、総合体育館に備え付けまたは市公式ウェブサイ
　ト掲載の申請書に必要事項を記入の上、持参または郵
　送、ファクス、Eメールで社会教育グループ（〒059‒
　0014富士町７丁目33‒1、　85９７４４、E
　メール：syakyou@city.noboribetsu.lg.jp）
問い合わせ　社会教育グループ
　　　　　　　　　　　　（☎88１１２９）

　男女のペア（親子でも可）でスキー
場に来場すると２人分の１日券が合わ
せて3,000円になります。
　恋人同士ですてきな冬を
過ごしたい方、親子ですて
きな思い出を作りたい方は
ぜひご利用ください。
※ペアリフトに２人で乗る
　ことが条件となります。
日程　２月11日㈯・12日㈰
対象　男女のペア（親子でも可）
料金　3,000円(１日券)

サンライバスキー場の
お得なイベント！

サンライバスキー場の
お得なイベント！

○バレンタインデー割引○バレンタインデー割引

○ひな祭り女性特別割引○ひな祭り女性特別割引
　女性限定で１日券の料金が半額とな
ります。この機会にぜひスキー場にお
越しください。
日程　３月３日㈮
対象　女性
料金　半額（１日券）

問い合わせ　カルルス温泉
　サンライバスキー場
　　　　　（☎84２８７２)

わくわくおでかけナビゲーション・となりまちホットライン 202023.２月号

室蘭市 伊達市白老町

　『見て・買って・知って』をテー
マに、障がいのある人が働く『福祉
的就労事業所』のパネル展とお菓子
や小物雑貨などの授産品販売を行い
ます。
　授産品の売り上げは、障がいのあ
る人の工賃になります。
▶日時　パネル展…２月10日㈮～15
　日㈬、授産品販売…２月15日㈬10
　時～16時（無くなり次第終了）
▶場所　イオン室蘭店
▶問い合わせ　室蘭市障害福祉課
　　　　　　　　　（☎㉕１１５５）

▶日時　２月12日㈰10時～15時
▶場所　総合公園だて歴史の杜
▶内容
　多目的広場：特設すべり台、スト
　ラックアウト、伊達はるイチバン
　福こども競争
　カルチャーセンター：各種ワーク
　ショップ
※詳しくは、伊達雪ま
　つり冬の陣の公式サ
　イトをご覧ください。
▶問い合わせ　同実行委員会
　　　　　（☎０１４２㉕７５５５）

第十四戦伊達雪まつり－冬の陣－障がい者のシゴト
パネル展と授産品販売

　300機のドローンがウポポイの空
を彩ります。
　伝統的コタンのチセ（家屋）のラ
イトアップと一緒にお楽しみくださ
い。観覧者にはオリジナル記念カー
ドをプレゼントします。
▶日時　２月３日㈮～５日㈰・10日
　㈮～12日㈰各日17時30分から約７
　分間（荒天中止）
▶場所　ウポポイ園内（民族共生象
　徴空間・有料エリア）
▶問い合わせ　アイヌ民族文化財団
　　　　　（☎０１４４82３９１４）

ウポポイドローンショー

日本工学院北海道専門学校・不用品ダイヤル市・今月の新着図書21  2023.２月号

　くまさん、アルパカさん、ねこさんは
森の中で美味しそうなかぼちゃのスープ
を見つけました。「中のスープは絶対に
飲まないように」と書いてあるスープの
おふろに入って温まっていた３びきです
が、おなかが「グゥ～」となりました。
なかよし３びきのユーモア絵本です。

●石油ストーブ●ゴルフセット●ＦＦストーブ●エ
レキギター●買い物用カート●小型まきストーブ
●鮭釣りざお（リール付き）●毛糸（色問わず）

たしろ　ちさと ぶん・え
西村　まさゆき 著

　リビー・スコット／レベッカ・ウエストコット 著

◇ポレポレゆきのなか
◇そうだったのか！国の名前由来ずかん
◇わたしはスペクトラム
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今月の新着図書
市立図書館

任務 もとまつ せいちょう

さくたしば

　自身の従軍体験を反映した表題作から
実在の事件をモデルにした作品まで、作
家が終生描き続けた『組織・社会と個人
との葛藤』をテーマに、これまで単著・
全集未収録だった貴重な短編を精選した
全10編を収録しています。

やまなか おしげ

かわくろ ゆきひろ

はやし こりま

かぼちゃスープのおふろ
もり

み なか ぜっ たい

おなか い

あたたはい

ほんえ

の か

ちょにし むらなくに まえ

ふく しゅう

ゆ らい

ちょ

☎85４３２４☎85４３２４

※図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

松本　清張 著

柴田　ケイコ 作

◇連鎖
◇成熟スイッチ
◇神々の復讐

黒川　博行 著
林　真理子 著
中山　茂大 著

申し込み・問い合わせ

ゆずります

ゆずってください

不用品 市ダイヤル

※無料に限ります。
▶登録できないもの

火～金曜日（祝日を除く）10時～15時
登別消費者協会（☎858307）

衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせ
ん品としてふさわしくないもの

●エレクトーン●漬物たる●ジュニアシート●健康
器具（乗馬マシン）●除湿機●ひな人形（７段）
●リビングテーブル（90　×90　）●学習机用椅子
●自転車（大人用）●マウンテンバイク●漬物たる
（４斗、ふた20　石付き）●座布団（５枚組）●鍋
（20　）●グラタン皿（５枚）●ラーメンどんぶり
（５枚）●コーヒーカップ（５客）●自転車（27㌅
・スポーツタイプ）●シングルベッド（木製）●シ
ングルベッド（電動）●ゴルフクラブケース（男性
用）●鍋（30　）

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

キロ
グラム

▲▶協定締結式の様子
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令和５年度 登別市立学校体育施設開放事業の
利用団体登録を開始します

令和５年度 登別市立学校体育施設開放事業の
利用団体登録を開始します
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　明確にすること
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　ト掲載の申請書に必要事項を記入の上、持参または郵
　送、ファクス、Eメールで社会教育グループ（〒059‒
　0014富士町７丁目33‒1、　85９７４４、E
　メール：syakyou@city.noboribetsu.lg.jp）
問い合わせ　社会教育グループ
　　　　　　　　　　　　（☎88１１２９）

　男女のペア（親子でも可）でスキー
場に来場すると２人分の１日券が合わ
せて3,000円になります。
　恋人同士ですてきな冬を
過ごしたい方、親子ですて
きな思い出を作りたい方は
ぜひご利用ください。
※ペアリフトに２人で乗る
　ことが条件となります。
日程　２月11日㈯・12日㈰
対象　男女のペア（親子でも可）
料金　3,000円(１日券)

サンライバスキー場の
お得なイベント！
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○バレンタインデー割引○バレンタインデー割引

○ひな祭り女性特別割引○ひな祭り女性特別割引
　女性限定で１日券の料金が半額とな
ります。この機会にぜひスキー場にお
越しください。
日程　３月３日㈮
対象　女性
料金　半額（１日券）

問い合わせ　カルルス温泉
　サンライバスキー場
　　　　　（☎84２８７２)
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マに、障がいのある人が働く『福祉
的就労事業所』のパネル展とお菓子
や小物雑貨などの授産品販売を行い
ます。
　授産品の売り上げは、障がいのあ
る人の工賃になります。
▶日時　パネル展…２月10日㈮～15
　日㈬、授産品販売…２月15日㈬10
　時～16時（無くなり次第終了）
▶場所　イオン室蘭店
▶問い合わせ　室蘭市障害福祉課
　　　　　　　　　（☎㉕１１５５）

▶日時　２月12日㈰10時～15時
▶場所　総合公園だて歴史の杜
▶内容
　多目的広場：特設すべり台、スト
　ラックアウト、伊達はるイチバン
　福こども競争
　カルチャーセンター：各種ワーク
　ショップ
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　つり冬の陣の公式サ
　イトをご覧ください。
▶問い合わせ　同実行委員会
　　　　　（☎０１４２㉕７５５５）

第十四戦伊達雪まつり－冬の陣－障がい者のシゴト
パネル展と授産品販売

　300機のドローンがウポポイの空
を彩ります。
　伝統的コタンのチセ（家屋）のラ
イトアップと一緒にお楽しみくださ
い。観覧者にはオリジナル記念カー
ドをプレゼントします。
▶日時　２月３日㈮～５日㈰・10日
　㈮～12日㈰各日17時30分から約７
　分間（荒天中止）
▶場所　ウポポイ園内（民族共生象
　徴空間・有料エリア）
▶問い合わせ　アイヌ民族文化財団
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　くまさん、アルパカさん、ねこさんは
森の中で美味しそうなかぼちゃのスープ
を見つけました。「中のスープは絶対に
飲まないように」と書いてあるスープの
おふろに入って温まっていた３びきです
が、おなかが「グゥ～」となりました。
なかよし３びきのユーモア絵本です。

●石油ストーブ●ゴルフセット●ＦＦストーブ●エ
レキギター●買い物用カート●小型まきストーブ
●鮭釣りざお（リール付き）●毛糸（色問わず）
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　自身の従軍体験を反映した表題作から
実在の事件をモデルにした作品まで、作
家が終生描き続けた『組織・社会と個人
との葛藤』をテーマに、これまで単著・
全集未収録だった貴重な短編を精選した
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　トを差し上げています。ご利用ください。

松本　清張 著
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◇連鎖
◇成熟スイッチ
◇神々の復讐

黒川　博行 著
林　真理子 著
中山　茂大 著

申し込み・問い合わせ

ゆずります

ゆずってください

不用品 市ダイヤル

※無料に限ります。
▶登録できないもの

火～金曜日（祝日を除く）10時～15時
登別消費者協会（☎858307）

衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせ
ん品としてふさわしくないもの

●エレクトーン●漬物たる●ジュニアシート●健康
器具（乗馬マシン）●除湿機●ひな人形（７段）
●リビングテーブル（90　×90　）●学習机用椅子
●自転車（大人用）●マウンテンバイク●漬物たる
（４斗、ふた20　石付き）●座布団（５枚組）●鍋
（20　）●グラタン皿（５枚）●ラーメンどんぶり
（５枚）●コーヒーカップ（５客）●自転車（27㌅
・スポーツタイプ）●シングルベッド（木製）●シ
ングルベッド（電動）●ゴルフクラブケース（男性
用）●鍋（30　）

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

キロ
グラム

▲▶協定締結式の様子
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［令和4年12月5日（月）～12月8日（木）］

令和４年第４回定例会における
議案の賛否状況

　第４回定例会で上程された議案は
すべて可決されました。

　本
委
員
会
の
活
動
の
核
と
も
い
え
る
の
が
、

情
報
公
開
の
分
野
と
し
て
の
議
会
だ
よ
り

で
ぃ
す
か
す
の
編
集
・
発
行
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
苫
小
牧
市
で
紙
の
街
の
小
さ

な
新
聞
社
ひ
ら
く
の
代
表
を
務
め
て
い
る
、

山
田
香
織
記
者
を
専
門
的
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
お
迎
え
し
、
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
に
向

け
て
、
記
者
の
視
点
や
住
民
の
視
点
な
ど
か

ら
、
山
田
記
者
の
ご
見
解
を
伺
い
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

 

山
田
記
者
が
発
行
さ
れ
て
い
る
季
刊
議
会
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

表
紙
、
わ
か
り
や
す
い
見
出
し
、
行
政
用
語

や
市
議
会
用
語
は
避
け
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　そ
れ
ら
の
こ
と
は
、
で
ぃ
す
か
す
の
課
題

と
し
て
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　市
民
の
方
に
興

味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
読
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
工

夫
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
考
え
が
深
ま

り
ま
し
た
。

　今
後
も
紙
面
の

充
実
を
目
指
し
ま

す
。

（
伊
藤
・
足
立
）

 議会だよりでぃすかす　115号 

委員会だより

　本
委
員
会
で
は
、
登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
と
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
（
低
速
電
動
バ
ス
）
の
導
入
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　意
見
交
換
の
中
で
、
「
昨
年
の
実
証
実
験

で
は
、
手
を
挙
げ
る
だ
け
で
ど
こ
か
ら
で
も

バ
ス
に
乗
車
で
き
る
こ
と
か
ら
、
利
便
性
が

高
く
、
大
変
好
評
だ
っ
た
」
「
本
格
稼
働
す

れ
ば
観
光
・
経
済
に
と
っ
て
大
き
な
起
爆
剤

に
な
る
」
「
脱
炭
素
の
観
点
か
ら
は
、
全
国

屈
指
の
温
泉
地
で
あ
る
登
別
温
泉
で
取
り
組

む
こ
と
で
、
全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
誘
客
に

も
つ
な
が
り
、
教
育
旅
行
生
の
学
習
の
場
に

も
な
る
」
「
せ
っ
か
く
電
動
バ
ス
を
運
行
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
充
電
方
法
と
し
て
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
充
電
が
で
き
れ
ば
、

教
育
旅
行
生
を
呼
び
込
む
題
材
と
し
て
も
有

用
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　今
回
の
意
見

交
換
会
は
、
令

和
５
年
３
月
予

定
の
本
格
運
行

の
た
め
の
一
助

に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　（
小
栗
）

読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
で
ぃ
す
か
す
へ

広
報
・
公
開
委
員
会

低
速
電
動
バ
ス
導
入
に
向
け
て

観
光
・
経
済
委
員
会

生
ご
み
削
減
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
実
証
実
験

生
活
・
福
祉
委
員
会

　一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
（
ク
リ
ン
ク

ル
セ
ン
タ
ー
）
は
、
運
転
開
始
か
ら
30
年
経

過
す
る
2
0
3
0
年
に
向
け
た
整
備
方
針
に

つ
い
て
、
再
延
命
化
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
　

　本
市
は
、
比
較
的
ご
み
の
分
別
が
簡
易
的

で
す
が
、
家
庭
系
ご
み
の
４
割
は
生
ご
み
で

占
め
て
お
り
、
生
ご
み
の
減
量
化
を
目
的
と

し
た
、
生
ご
み
処
理
機
設
置
に
お
け
る
実
証

実
験
の
見
学
お
よ
び
、
利
用
者
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　実
証
実
験
の
効
果
と
し
て
、
ご
み
の
減
少

に
は
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
の
処

理
機
で
は
、
一
部
処
理
で
き
な
い
生
ご
み
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
分
別
が
大
変
で
あ
る

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
処
理
機
の
価
格
が
約
250
万
円
で
、

市
内
全
域
の
設
置
は
、
相
当
の
費
用
と
な
り

ま
す
。

　ご
み
の
削
減

は
、
重
要
な
取

り
組
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今

後
も
ク
リ
ン
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の

在
り
方
含
め
、

調
査
・
研
究
を

進
め
て
い
き
ま

す
。
（
宮
武
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
最
終
調
整

総
務
・
教
育
委
員
会

　本
委
員
会
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
（
仮
）
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
登
別
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、

条
例
（
案
）
に
対
す
る
各
種
団
体
お
よ
び
企

業
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
中
で
条
例
案
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

幅
広
い
内
容
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
特
に
問

題
と
な
る
項
目
な
ど
は
な
い
と
の
意
見
を
い

た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
最
終
調
整
を
進
め
て

お
り
、
登
別
市
議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
要
綱
に
よ
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
表
し
、
意
見
な
ど
に
対
す
る
考
え
方
や
検

討
結
果
を
伝
え
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
第
４
回
定
例
会
で
は
、
付
託
議
案

に
登
別
市
議
会
議
員
及
び
登
別
市
長
の
選
挙

に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公

費
負
担
に
関

す
る
条
例
の

一
部
改
正
に

つ
い
て
を
原

案
可
決
し
ま

し
た
。

（
天
神
林
）

▲「持続可能な開発目標(SDGs)を登別市のまちづくりに
生かす条例」に係る意見交換会の様子

て
ん
じ
ん
ば
や
し

み
や
た
け

お  

ぐ
り

▲消滅型生ごみ処理機「ゴミサー」視察の様子

▲議会サポーターとの意見交換の様子

▲専門的サポーターによる講義の様子

あ  

だ
ち

い  

と
う

や
ま
　だ
　か
　お
り
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林
）

▲「持続可能な開発目標(SDGs)を登別市のまちづくりに
生かす条例」に係る意見交換会の様子

て
ん
じ
ん
ば
や
し

み
や
た
け

お  

ぐ
り

▲消滅型生ごみ処理機「ゴミサー」視察の様子

▲議会サポーターとの意見交換の様子

▲専門的サポーターによる講義の様子

あ  

だ
ち

い  

と
う

や
ま
　だ
　か
　お
り



置
し
、
活
動
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　中
学
校
ク
ラ
ブ
の
中
心
と
な
る
団
体
は
。

　
　事
務
的
・
総
合
的
な
調
整
機
能
を
有
す

る
団
体
の
運
営
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　来
年
度
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
競
技
は
。

　
　団
体
競
技
か
ら
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
　部
活
動
よ
り
も
受
益
者
負
担
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
中
学
校
ク
ラ
ブ
の

会
費
に
対
す
る
考
え
は
。

　
　負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
、
支
援

の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

　
　ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
、
新
た
な
競
技

種
目
を
中
学
校
ク
ラ
ブ
に
新
設
す
る
考
え
は
。

　
　ま
ず
は
、
要
望
を
聴
く
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　国
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
に
、

休
日
の
中
学
校
部
活
動
を
学
校
教
育
か
ら
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
移
行
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
本
市
で
は
令
和
５

年
度
か
ら
、
（
仮
称
）
登
別
市
中
学
校
ク
ラ

ブ
を
立
ち
上
げ
、
競
技
ご
と
に
チ
ー
ム
を
設

ダ
ー
や
ご
み
の
出
し
方
に
関
す
る
チ
ラ
シ
の

配
布
を
管
理
会
社
に
依
頼
し
て
い
る
。

　
　２
０
３
０
年
度
以
降
、
生
ご
み
の
分
別

方
法
を
見
送
る
こ
と
と
し
た
理
由
は
。

　
　ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
衛
生
面
や
違
反

ご
み
が
増
え
る
な
ど
の
管
理
面
で
、
町
内
会

役
員
へ
の
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
を
強
く
懸

念
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　も
っ
と
多
く
の
市
民
の
声
を
聴
く
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　お
お
む
ね
市
民
の
代
表
的
な
意
見
を
い

た
だ
い
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　ほ
か
に
意
見
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　生
ご
み
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　早
急
に
津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業
計
画

を
作
成
し
、
避
難
困
難
な
方
の
た
め
に
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備

を
含
め
、
課
題
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

質

　
　平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
西
い
ぶ
り
広

域
連
合
へ
は
不
参
加
と
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

登
別
市
・
白
老
町
令
和
12
年
度
以
降
の
ご
み

処
理
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
案
）
に
は

18
年
後
の
選
択
肢
と
し
て
、
さ
ら
な
る
延
命

化
・
新
施
設
建
設
の
ほ
か
、
広
域
処
理
と
記

載
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
。

　
　５
年
前
の
判
断
は
永
遠
に
続
く
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、
今
後
18
年
間
、
よ
り
時
勢
に

あ
っ
た
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
加
え
た
。

　本
市
で
は
家
庭
系
・
事
業
系
の
生
ご
み
処

理
の
経
費
が
、
毎
年
２
億
円
を
超
え
る
予
算

を
捻
出
し
て
い
る
試
算
を
提
示
し
、
今
後
の

生
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。

　
　無
気
力
症
候
群
は
、
勝
ち
負
け
を
気
に

す
る
人
や
、
競
争
心
が
強
い
人
が
な
り
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　起
立
性
調
節
障
害
は
、
10
歳
か
ら
16
歳
に

好
発
す
る
と
言
わ
れ
、
起
床
困
難
や
頭
痛
な

ど
の
症
状
は
午
前
中
に
強
く
、
午
後
か
ら
は

質 答

軽
減
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
保
護
者
の
多

く
は
子
ど
も
の
症
状
を
、
怠
け
癖
や
夜
更
か

し
な
ど
が
原
因
と
考
え
て
叱
責
し
た
り
、
朝

に
無
理
や
り
起
こ
そ
う
と
し
、
関
係
が
悪
化

し
て
し
ま
う
。

　不
登
校
の
要
因
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
、

教
職
員
、
保
護
者
に
対
し
て
、
理
解
促
進
の

た
め
に
周
知
啓
発
す
る
べ
き
で
は
。

　
　文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
約
３
割
が
無
気
力
症
候
群
や
起

立
性
調
節
障
害
に
よ
り
、
朝
起
き
ら
れ
な
い

な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　現
在
、
保
護
者
の
理
解
は
あ
ま
り
高
く
な

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
各
種
通
信
な
ど
で

周
知
啓
発
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
　市
民
の
ご
み
処
理
に
関
す
る
課
題
は
。

　
　ご
み
の
正
し
い
出
し
方
や
減
量
化
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
多
く
の
市

民
へ
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
　周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　集
合
住
宅
の
入
居
者
に
、
収
集
カ
レ
ン
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一 般 質 問
答 答

質答答

質 質

答答答答答答答

宮武議員の
一般質問
中継はこちら

質質質質質質質

足立議員の
一般質問

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　  不
登
校
支
援
を

足
　立
　知
　也

足
　立
　知
　也

あ
　
　
　だ
ち
　
　と
も
　
　
　や

あ
　
　
　だ
ち
　
　と
も
　
　
　や

今野議員の
一般質問
中継はこちら

今
　野
　幹
　大

今
　野
　幹
　大

こ
ん
　
　   

の        

ま
さ
　
　ひ
ろ

こ
ん
　
　   

の        

ま
さ
　
　ひ
ろ

将
来
の
安
心
・
安
全
な

　
　
　ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て中継はこちら

今
後
の
ご
み
処
理
の
在
り
方
は

佐
々
木
　久
美
子

佐
々
木
　久
美
子

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

佐々木議員の
一般質問

中継はこちら

中
学
校
運
動
部
活
動
改
革
で

　

  

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

宮

　武

　祥

　子

宮

　武

　祥

　子

み
や

　
　

 

た
け      

し
ょ
う       

こ

み
や

　
　

 

た
け      

し
ょ
う       

こ
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一 般 質 問

　
　現
在
５
名
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

任
期
は
３
年
だ
が
、
任
期
満
了
後
も
定
住
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
任
期
中
の
隊
員
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
大
変
重
要
と
考
え
る
が
、

本
市
の
考
え
は
。

　
　現
在
活
動
し
て
い
る
隊
員
に
つ
い
て
は
、

質

協
力
隊
の
募
集
の
際
、
任
期
満
了
後
の
起

業
・
就
業
・
定
住
等
に
対
す
る
意
向
を
確
認

し
て
お
り
、
多
く
の
隊
員
が
本
市
で
の
起
業

や
定
住
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　既
に
本
市
の
事
業
所
開
設
費
補
助
金
を
活

用
し
て
、
市
内
で
の
起
業
や
定
住
に
向
け
た

活
動
を
進
め
て
い
る
隊
員
も
い
る
。

　今
後
も
起
業
を
希
望
す
る
隊
員
に
つ
い
て

は
、
任
期
中
か
ら
観
光
経
済
部
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
部
署
や
地
域
住
民
、
地
元
企
業

と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
地

域
お
こ
し
活
動
や
そ
の
後
の
起
業
に
結
び
つ

く
よ
う
、
ま
た
、
一
人
の
市
民
と
し
て
も
地

域
に
溶
け
込
み
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
支
援
し
て
い
く
。

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
条
例
を
制
定
す
る
考

え
は
。

　
　住
民
説
明
会
や
地
区
懇
談
会
で
の
意
見

は
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
、
災
害
の
発
生
、

景
観
の
悪
化
、
事
業
終
了
後
の
パ
ネ
ル
の
廃

棄
な
ど
が
あ
っ
た
。

　設
置
事
業
者
に
地
域
住
民
へ
の
事
前
説
明

を
要
請
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
不
安
・
懸
念
な

ど
が
あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
意
見
交
換
の

場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

　ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
令
和
４
年
度
中
の
策
定

に
向
け
て
事
務
を
進
め
て
お
り
、
大
規
模
太

陽
光
発
電
施
設
に
特
化
し
た
条
例
を
制
定
す

る
考
え
は
な
い
。

　
　既
に
市
内
10
か
所
で
大
規
模
太
陽
光
発

電
施
設
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
が
あ
る
中
、
市

民
か
ら
不
安
の
声
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
の

か
、
そ
の
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　ま
た
、
全
国
的
に
は
条
例
を
制
定
す
る
事

例
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
本
市
と
し
て
も
ガ

質

答

市
民
向
け
情
報
の
お
知
ら
せ
が
主
な
目
的
で

あ
る
が
、
他
自
治
体
で
民
間
施
設
や
公
共
施

設
の
情
報
発
信
を
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
、

庁
内
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
研
究
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
情
報
が
取
得
で
き
れ
ば
、
足
の
不
自
由

な
観
光
客
や
市
民
の
外
出
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
、
そ
の
よ
う
な
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
、
事
前
に
登

録
し
た
質
問
と
回
答
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、

ト
イ
レ
や
授
乳
室
の
場
所
の
情
報
な
ど
、
施

設
の
紹
介
を
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
誘

導
す
る
こ
と
は
可
能
で
、
ど
の
よ
う
な
情
報

を
登
録
し
て
い
く
か
検
討
す
る
。

　
　箱
根※

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
車
い
す
で
巡
る

観
光
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

　観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
の
考
え

は
な
い
の
か
。

　
　新
た
に
整
理
す
る
公
共
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
情
報
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
、

質

答 質

答答

　
　行
政
運
営
と
は
、
市
と
し
て
取
り
組
む

日
々
の
業
務
全
般
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　行
政
経
営
と
は
、
行
政
運
営
の
手
法
の
一

つ
と
し
て
、
民
間
企
業
の
よ
う
な
経
営
的
視

点
で
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
感
や
コ
ス
ト
意
識
を

持
ち
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。

質
　稼
ぐ
行
政
と
は
。

　
　行
政
が
民
間
企
業
を
模
倣
し
、
営
利
的

な
活
動
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
主
財
源
の

確
保
に
積
極
的
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　今
回
の
質
問
を
通
し
て
、
当
た
り
前
と
思

わ
れ
る
言
葉
を
定
義
付
け
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
行
政
運
営
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　本
市
に
お
け
る
行
政
運
営
と
行
政
経
営
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
行
政
、
議
会
、
市
民
が

共
通
認
識
の
下
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
本
市
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の

考
え
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　行
政
運
営
と
行
政
経
営
と
の
違
い
は
。

質

質

答答

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設

　
　  設
置
の
問
題
と
対
応
策
は

米田議員の
一般質問

中継はこちら

行
政
運
営
と
行
政
経
営

  

稼
ぐ
行
政
の
意
味
と
は
何
か

井野議員の
一般質問
中継はこちら

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
に

　  

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

千田議員の
一般質問

中継はこちら

田中議員の
一般質問
中継はこちら

※ＤＭＯ…観光地域づくり法人。地域の多様な関係者を巻き込みつ
　つ、科学的アプローチを取り入れた観光地域づくりを行う舵取り
　役となる法人のこと。

ま
ち
の
魅
力
向
上
へ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
支
援
を

田
　中
　寛
　志

田
　中
　寛
　志

た
　
　  

な
か
　
　 か
ん
　
　  

じ

た
　
　  

な
か
　
　 か
ん
　
　  

じ

千
　田
　文
　孝

千
　田
　文
　孝

ち
　
　
　 だ
　
　  

ふ
み
　
　 た
か

ち
　
　
　 だ
　
　  

ふ
み
　
　 た
か

米
　田
　登
美
子

米
　田
　登
美
子

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ

井
　野
　正
　臣

井
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　正
　臣

い
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　ま
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　お
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　の      

　ま
さ 
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み



置
し
、
活
動
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　中
学
校
ク
ラ
ブ
の
中
心
と
な
る
団
体
は
。

　
　事
務
的
・
総
合
的
な
調
整
機
能
を
有
す

る
団
体
の
運
営
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　来
年
度
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
競
技
は
。

　
　団
体
競
技
か
ら
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
　部
活
動
よ
り
も
受
益
者
負
担
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
中
学
校
ク
ラ
ブ
の

会
費
に
対
す
る
考
え
は
。

　
　負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
、
支
援

の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

　
　ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
、
新
た
な
競
技

種
目
を
中
学
校
ク
ラ
ブ
に
新
設
す
る
考
え
は
。

　
　ま
ず
は
、
要
望
を
聴
く
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　国
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
に
、

休
日
の
中
学
校
部
活
動
を
学
校
教
育
か
ら
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
移
行
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
本
市
で
は
令
和
５

年
度
か
ら
、
（
仮
称
）
登
別
市
中
学
校
ク
ラ

ブ
を
立
ち
上
げ
、
競
技
ご
と
に
チ
ー
ム
を
設

ダ
ー
や
ご
み
の
出
し
方
に
関
す
る
チ
ラ
シ
の

配
布
を
管
理
会
社
に
依
頼
し
て
い
る
。

　
　２
０
３
０
年
度
以
降
、
生
ご
み
の
分
別

方
法
を
見
送
る
こ
と
と
し
た
理
由
は
。

　
　ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
衛
生
面
や
違
反

ご
み
が
増
え
る
な
ど
の
管
理
面
で
、
町
内
会

役
員
へ
の
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
を
強
く
懸

念
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　も
っ
と
多
く
の
市
民
の
声
を
聴
く
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　お
お
む
ね
市
民
の
代
表
的
な
意
見
を
い

た
だ
い
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　ほ
か
に
意
見
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　生
ご
み
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　早
急
に
津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業
計
画

を
作
成
し
、
避
難
困
難
な
方
の
た
め
に
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備

を
含
め
、
課
題
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

質

　
　平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
西
い
ぶ
り
広

域
連
合
へ
は
不
参
加
と
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

登
別
市
・
白
老
町
令
和
12
年
度
以
降
の
ご
み

処
理
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
案
）
に
は

18
年
後
の
選
択
肢
と
し
て
、
さ
ら
な
る
延
命

化
・
新
施
設
建
設
の
ほ
か
、
広
域
処
理
と
記

載
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
。

　
　５
年
前
の
判
断
は
永
遠
に
続
く
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、
今
後
18
年
間
、
よ
り
時
勢
に

あ
っ
た
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
加
え
た
。

　本
市
で
は
家
庭
系
・
事
業
系
の
生
ご
み
処

理
の
経
費
が
、
毎
年
２
億
円
を
超
え
る
予
算

を
捻
出
し
て
い
る
試
算
を
提
示
し
、
今
後
の

生
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。

　
　無
気
力
症
候
群
は
、
勝
ち
負
け
を
気
に

す
る
人
や
、
競
争
心
が
強
い
人
が
な
り
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　起
立
性
調
節
障
害
は
、
10
歳
か
ら
16
歳
に

好
発
す
る
と
言
わ
れ
、
起
床
困
難
や
頭
痛
な

ど
の
症
状
は
午
前
中
に
強
く
、
午
後
か
ら
は

質 答

軽
減
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
保
護
者
の
多

く
は
子
ど
も
の
症
状
を
、
怠
け
癖
や
夜
更
か

し
な
ど
が
原
因
と
考
え
て
叱
責
し
た
り
、
朝

に
無
理
や
り
起
こ
そ
う
と
し
、
関
係
が
悪
化

し
て
し
ま
う
。

　不
登
校
の
要
因
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
、

教
職
員
、
保
護
者
に
対
し
て
、
理
解
促
進
の

た
め
に
周
知
啓
発
す
る
べ
き
で
は
。

　
　文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
約
３
割
が
無
気
力
症
候
群
や
起

立
性
調
節
障
害
に
よ
り
、
朝
起
き
ら
れ
な
い

な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　現
在
、
保
護
者
の
理
解
は
あ
ま
り
高
く
な

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
各
種
通
信
な
ど
で

周
知
啓
発
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
　市
民
の
ご
み
処
理
に
関
す
る
課
題
は
。

　
　ご
み
の
正
し
い
出
し
方
や
減
量
化
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
多
く
の
市

民
へ
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
　周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　集
合
住
宅
の
入
居
者
に
、
収
集
カ
レ
ン
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一 般 質 問
答 答

質答答

質 質

答答答答答答答

宮武議員の
一般質問

中継はこちら

質質質質質質質

足立議員の
一般質問

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　  不
登
校
支
援
を

足
　立
　知
　也

足
　立
　知
　也

あ
　
　
　だ
ち
　
　と
も
　
　
　や

あ
　
　
　だ
ち
　
　と
も
　
　
　や

今野議員の
一般質問

中継はこちら

今
　野
　幹
　大

今
　野
　幹
　大

こ
ん
　
　   

の        

ま
さ
　
　ひ
ろ

こ
ん
　
　   

の        

ま
さ
　
　ひ
ろ

将
来
の
安
心
・
安
全
な

　
　
　ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て中継はこちら

今
後
の
ご
み
処
理
の
在
り
方
は

佐
々
木
　久
美
子

佐
々
木
　久
美
子

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

佐々木議員の
一般質問
中継はこちら

中
学
校
運
動
部
活
動
改
革
で

　

  

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

宮

　武

　祥

　子

宮

　武

　祥

　子

み
や

　
　

 

た
け      

し
ょ
う       

こ

み
や

　
　

 

た
け      

し
ょ
う       

こ
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一 般 質 問

　
　現
在
５
名
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

任
期
は
３
年
だ
が
、
任
期
満
了
後
も
定
住
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
任
期
中
の
隊
員
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
大
変
重
要
と
考
え
る
が
、

本
市
の
考
え
は
。

　
　現
在
活
動
し
て
い
る
隊
員
に
つ
い
て
は
、

質

協
力
隊
の
募
集
の
際
、
任
期
満
了
後
の
起

業
・
就
業
・
定
住
等
に
対
す
る
意
向
を
確
認

し
て
お
り
、
多
く
の
隊
員
が
本
市
で
の
起
業

や
定
住
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　既
に
本
市
の
事
業
所
開
設
費
補
助
金
を
活

用
し
て
、
市
内
で
の
起
業
や
定
住
に
向
け
た

活
動
を
進
め
て
い
る
隊
員
も
い
る
。

　今
後
も
起
業
を
希
望
す
る
隊
員
に
つ
い
て

は
、
任
期
中
か
ら
観
光
経
済
部
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
部
署
や
地
域
住
民
、
地
元
企
業

と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
地

域
お
こ
し
活
動
や
そ
の
後
の
起
業
に
結
び
つ

く
よ
う
、
ま
た
、
一
人
の
市
民
と
し
て
も
地

域
に
溶
け
込
み
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
支
援
し
て
い
く
。

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
条
例
を
制
定
す
る
考

え
は
。

　
　住
民
説
明
会
や
地
区
懇
談
会
で
の
意
見

は
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
、
災
害
の
発
生
、

景
観
の
悪
化
、
事
業
終
了
後
の
パ
ネ
ル
の
廃

棄
な
ど
が
あ
っ
た
。

　設
置
事
業
者
に
地
域
住
民
へ
の
事
前
説
明

を
要
請
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
不
安
・
懸
念
な

ど
が
あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
意
見
交
換
の

場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

　ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
令
和
４
年
度
中
の
策
定

に
向
け
て
事
務
を
進
め
て
お
り
、
大
規
模
太

陽
光
発
電
施
設
に
特
化
し
た
条
例
を
制
定
す

る
考
え
は
な
い
。

　
　既
に
市
内
10
か
所
で
大
規
模
太
陽
光
発

電
施
設
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
が
あ
る
中
、
市

民
か
ら
不
安
の
声
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
の

か
、
そ
の
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　ま
た
、
全
国
的
に
は
条
例
を
制
定
す
る
事

例
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
本
市
と
し
て
も
ガ

質

答

市
民
向
け
情
報
の
お
知
ら
せ
が
主
な
目
的
で

あ
る
が
、
他
自
治
体
で
民
間
施
設
や
公
共
施

設
の
情
報
発
信
を
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
、

庁
内
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
研
究
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
情
報
が
取
得
で
き
れ
ば
、
足
の
不
自
由

な
観
光
客
や
市
民
の
外
出
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
、
そ
の
よ
う
な
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
、
事
前
に
登

録
し
た
質
問
と
回
答
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、

ト
イ
レ
や
授
乳
室
の
場
所
の
情
報
な
ど
、
施

設
の
紹
介
を
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
誘

導
す
る
こ
と
は
可
能
で
、
ど
の
よ
う
な
情
報

を
登
録
し
て
い
く
か
検
討
す
る
。

　
　箱
根※

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
車
い
す
で
巡
る

観
光
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

　観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
の
考
え

は
な
い
の
か
。

　
　新
た
に
整
理
す
る
公
共
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
情
報
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
、

質

答 質

答答

　
　行
政
運
営
と
は
、
市
と
し
て
取
り
組
む

日
々
の
業
務
全
般
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　行
政
経
営
と
は
、
行
政
運
営
の
手
法
の
一

つ
と
し
て
、
民
間
企
業
の
よ
う
な
経
営
的
視

点
で
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
感
や
コ
ス
ト
意
識
を

持
ち
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。

質
　稼
ぐ
行
政
と
は
。

　
　行
政
が
民
間
企
業
を
模
倣
し
、
営
利
的

な
活
動
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
主
財
源
の

確
保
に
積
極
的
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　今
回
の
質
問
を
通
し
て
、
当
た
り
前
と
思

わ
れ
る
言
葉
を
定
義
付
け
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
行
政
運
営
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　本
市
に
お
け
る
行
政
運
営
と
行
政
経
営
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
行
政
、
議
会
、
市
民
が

共
通
認
識
の
下
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
本
市
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の

考
え
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　行
政
運
営
と
行
政
経
営
と
の
違
い
は
。

質

質

答答

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設

　
　  設
置
の
問
題
と
対
応
策
は

米田議員の
一般質問
中継はこちら

行
政
運
営
と
行
政
経
営

  

稼
ぐ
行
政
の
意
味
と
は
何
か

井野議員の
一般質問

中継はこちら

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
に

　  

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

千田議員の
一般質問
中継はこちら

田中議員の
一般質問

中継はこちら

※ＤＭＯ…観光地域づくり法人。地域の多様な関係者を巻き込みつ
　つ、科学的アプローチを取り入れた観光地域づくりを行う舵取り
　役となる法人のこと。

ま
ち
の
魅
力
向
上
へ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
支
援
を

田
　中
　寛
　志

田
　中
　寛
　志

た
　
　  

な
か
　
　 か
ん
　
　  

じ

た
　
　  

な
か
　
　 か
ん
　
　  

じ

千
　田
　文
　孝

千
　田
　文
　孝

ち
　
　
　 だ
　
　  

ふ
み
　
　 た
か

ち
　
　
　 だ
　
　  

ふ
み
　
　 た
か

米
　田
　登
美
子

米
　田
　登
美
子

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ

井
　野
　正
　臣

井
　野
　正
　臣

い
　
　
　の      

　ま
さ 

　
　お
み

い
　
　
　の      

　ま
さ 

　
　お
み



　15
回
目
と
な
っ
た
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

ま
ち
の
課
題
を
声
に
し
て
議
会
へ
届
け
よ
う

と
題
し
、
昨
年
と
同
様
に
高
校
生
や
専
門
学

校
生
の
参
加
を
募
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　今
回
の
意
見
交
換
で
は
、
各
委
員
会
の
重

点
活
動
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
盛
り
込
み
、
自
由
闊
達
な
議
論
と
世
代

間
交
流
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
感
染
拡
大
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、

感
染
予
防
を
意
識
し
な
が
ら
の
開
催
で
し
た

が
、
参
加
者
か
ら
の
心
待
ち
の
声
や
好
評
な

ど
に
も
励
ま
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
住
民
と

の
対
話
の
機
会
を
創
出
し
、
議
論
す
る
こ
と

の
大
切
さ
や
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る

こ
と
の
意
義
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　次
回
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
改
選
後
の

新
体
制
で
組
織
さ
れ
、
開
催
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　皆
様
と
共
有
し

た
課
題
や
改
善
点

な
ど
を
整
理
し
、

次
代
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　（
伊
藤
）

　北
海
道
登
別
青
嶺
高
等
学
校
で
は
、
地
元

と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
地
域
課
題
を
発
見

し
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
じ
も
と
学

を
開
講
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
授
業
の
一
環
と
し
て
、
議
長

が
学
校
訪
問
し
、
市
議
会
が
取
り
組
む
多
様

性
の
あ
る
議
会
の
ほ
か
、
日
常
生
活
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
の
違
い
と
、
そ
れ
ら

を
包
摂
す
る
大
切
さ
を
講
話
し
ま
し
た
。

　翌
週
に
は
、
議
場
で
実
際
に
市
議
会
議
員

が
質
問
す
る
様
子
を
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　市
議
会
に
限
ら
ず
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
地

元
企
業
や
団
体
と
つ
な
が
る
な
か
で
、
登
別

へ
の
愛
着
を
育
み
、
将
来
の
進
路
を
考
え
る

本
授
業
は
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
す
。

　私
た
ち
市
議
会
に
と
っ
て
は
、
学
生
の
皆

さ
ん
か
ら
新

た
な
価
値
観

を
学
ぶ
機
会

に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
か

ら
も
積
極
的

に
参
画
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　（
辻
）

　本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
各
会
計
補
正
予
算
の

案
件
は
４
件
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
て
通

告
制
と
し
ま
し
た
。

　初
め
に
、
議
案
第
81
号
令
和
４
年
度
登
別
市
一

般
会
計
補
正
予
算
第
９
号
に
つ
い
て
、
質
疑
の

あ
っ
た
事
業
は
、
歳
出
の
総
務
費
で
、
庁
舎
維
持

管
理
経
費
（
本
庁
舎
・
第
二
庁
舎
）
630
万
８
千
円

と
、
繰
越
明
許
費
の
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
更
新

事
業
費
１
億
４
千
926
万
７
千
円
で
あ
り
、
主
な
質

疑
と
し
て
、
電
気
料
金
、
燃
料
価
格
の
高
騰
及
び

高
圧
電
力
需
給
施
設
に
係
る
業
務
用
電
力
需
給
業

務
の
入
札
不
調
に
伴
う
光
熱
水
費
及
び
燃
料
費
の

増
額
の
概
要
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　質
疑
に
対
す
る
答
弁
と
し
て
、
業
務
用
電
力
需

給
業
務
は
、
市
役
所
本
庁
舎
ほ
か
24
施
設
へ
の
電

力
供
給
を
行
う
も
の
で
、
今
般
入
札
を
行
っ
た
と

こ
ろ
辞
退
届
の
提
出
が
あ
り
入
札
が
不
調
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
電
気
最
終
保
障
供
給
約
款
に
基
づ

き
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
と
契
約
し
、

約
２
割
増
し
の
料
金
設
定
に
よ
り
、
光
熱
水
費
が

増
額
と
な
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
他
の
歳
出
と
歳
入
全
般
及
び
債
務
負
担
行

為
に
関
し
て
は
特
に
質
疑
が
な
く
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
案
第
82
号
か
ら
84
号
ま
で
の
令
和
４

年
度
登
別
市
国
民
健
康
保
険
・
学
校
給
食
事
業
・

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
の
各
特
別
会
計
補

正
予
算
３
件
は
特
に
質
疑
な
く
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
　
　
　（
二
瓶
）

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
、
登
別
市
連
合
町
内
会
の

主
催
に
よ
り
、
理
事
の
皆
様
と
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　３
つ
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
行
い
、

１
つ
目
の
「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
」
で
は
、
登
別
市
防
災
基

本
条
例
と
地
域
防
災
計
画
の
違
い
や
役

割
の
疑
問
、
避
難
訓
練
で
判
明
し
た
こ

と
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　２
つ
目
に
議
員
側
よ
り
、
「
住
み
よ

い
マ
チ
に
今
ど
の
よ
う
な
活
動
が
必
要

か
」
で
は
、
現
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
や

町
内
会
に
加
入
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、

防
災
情
報
や
ご
み
の
分
別
を
知
ら
な
い

住
民
が
い
る
と
い
う
課
題
が
挙
が
り
ま

し
た
。

　３
つ
目
に
理
事
側
よ
り
、
「
私
が
議

会
に
期
待
す
る
こ
と
」
で
は
、
議
員
も

各
種
団
体
の
集
会
等
へ
参
加
し
、
情
報

収
集
の
機
会
を
つ
く
る
べ
き
と
い
う
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　提
起
さ
れ
た
課
題
や
ご
意
見
等
は
、

今
後
の
活
動
へ
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

 議会だよりでぃすかす　115号 

北
海
道
登
別
青
嶺
高
等
学
校
の

生
徒
が
市
議
会
を
学
び
ま
し
た

連
合
町
内
会
役
員
と

　
　
意
見
交
換
し
ま
し
た

い  

と
う

に  

へ
い

ち
　だ

つ
じ

▲令和4年10月3日　第15回議会フォーラム
の様子

▲令和4年12月8日　青嶺高校の議会見学の様子

第
15
回
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

予算・決算委員会（令和４年度補正予算審査）［令和４年１２月１３日（火）］

　
　歳
入
・
歳
出
と
実
質
単
年
度
収
支
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　令
和
２
年
度
決
算
に
続
き
黒
字
と
な
り
、

財
政
調
整
基
金
等
に
積
み
立
て
る
こ
と
が
で

き
、
い
っ
と
き
の
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
は

脱
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　安
定
的
な
財
政
運
営
に
は
、
財
政
調
整

基
金
な
ど
最
低
限
10
億
円
は
必
要
と
の
考
え

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

　
　大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
以
外
に
も
、
ク

リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
近
い
将
来
に
更
新
が
必
要
な
大
型
事

業
も
控
え
て
お
り
、
目
途
が
付
く
ま
で
の
当

面
の
間
、
積
み
立
て
が
可
能
な
場
合
に
は
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
へ
の
さ
ら
な
る
積
み
増

し
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
な
投
資
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　そ
の
ほ
か
、
決
算
お
よ
び
現
状
を
踏
ま
え
、

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
や
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
の
総
括
、

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
の
考
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
と
効
果
、

新
庁
舎
整
備
に
向
け
た
新
し
い
働
き
方
へ
の

推
進
、
子
育
て
施
策
、
障
が
い
者
雇
用
や
高

齢
者
施
策
、
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
社
会

の
推
進
な
ど
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

　令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
に
係
る

予
算
・
決
算
委
員
会
の
経
過
と
結
果
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
各
款
ご
と
、
歳

入
で
は
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
２
会

派
の
総
括
質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で
原
案

を
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算

総
額
は
、
歳
入
360
億
73
万
２
千
円
、
歳
出
345

億
３
千
965
万
３
千
円
で
、
翌
年
度
繰
越
財
源

を
引
い
た
実
質
収
支
額
は
14
億
５
千
936
万
７

千
円
の
黒
字
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
に
よ
り
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
を
抑
え
た

こ
と
や
目
減
り
し
て
い
た
財
政
調
整
基
金
等

に
約
７
億
５
千
万
円
の
積
み
立
て
が
で
き
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　特
別
会
計
と
企
業
会
計
で
は
、
簡
易
水
道

事
業
に
つ
い
て
の
質
疑
は
な
く
、
登
別
市
国

民
健
康
保
険
・
学
校
給
食
事
業
・
介
護
保

険
・
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
・
水
道

事
業
及
び
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
歳
入
・

歳
出
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
質
疑
終

了
後
、
全
会
一
致
で
原
案
を
認
定
す
る
こ
と

に
決
定
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、

質
疑
終
了
後
に
採
決
と
な
り
、
賛
成
多
数
で

原
案
を
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
瓶
）

　
　今
後
、
人
口
減
少
に
伴
う
市
税
の
減
少

は
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　本
市
は
令
和
２
年
４
月
か
ら
入
湯
税
率
を

引
き
上
げ
た
経
緯
が
あ
る
。

　自
治
体
に
は
課
税
自
主
権
が
あ
り
、
他
自

治
体
で
は
法
定
外
税
を
設
け
て
い
る
事
例
も

あ
る
が
、
本
市
に
お
い
て
も
確
実
な
歳
入
確

保
の
手
段
と
し
て
法
定
外
税
を
新
設
し
、
税

の
増
収
に
つ
な
げ
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　独
自
に
法
定
外
税
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　全
国
の
導
入
実
績
を
見
る
と
産
業
廃
棄
物
、

核
燃
料
、
環
境
対
策
関
係
税
な
ど
、
そ
の
導

入
事
例
は
限
定
的
で
あ
り
、
導
入
自
治
体
が

一
部
に
留
ま
る
こ
と
な
ど
、
本
市
に
お
い
て

の
導
入
に
つ
い
て
は
課
題
が
多
い
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

　ま
た
、
新
た
な
税
制
の
導
入
に
な
る
と
、

課
税
目
的
や
公
平
性
の
担
保
な
ど
を
最
優
先

で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
財
源
の
確
保
と
い

う
観
点
の
み
の
法
定
外
税
の
導
入
は
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

　歳
入
確
保
に
つ
い
て
は
重
要
事
項
と
捉
え

て
お
り
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
確
実
に
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

 議会だよりでぃすかす　115号 

に  

へ
い

ち
　

 

だ

わ
か  

き

予算・決算委員会（令和3年度決算審査）［令和4年10月24日（月）～２6日（水）］

委
員
長
概
要
報
告

委
員
長
概
要
報
告

市
民
・
前
進
総
括
質
疑

市
民
・
前
進
総
括
質
疑

市
政
ク
ラ
ブ
21
総
括
質
疑

市
政
ク
ラ
ブ
21
総
括
質
疑

学
校
給
食
費
の
今
後
は

　
　令
和
３
年
度
に
お
け
る
本
市
の
学
校
給

食
費
は
他
市
町
村
と
比
較
し
て
高
い
と
認
識

し
て
い
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。

　
　全
道
的
に
み
て
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　そ
の
よ
う
な
中
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　物
価
上
昇
が
続
い
て
お
り
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
献
立
の
工
夫
や
、
安

価
な
食
材
の
選
定
な
ど
可
能
な
限
り
の
努
力

を
行
い
、
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

　今
後
も
物
価
上
昇
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

給
食
費
へ
の
反
映
等
に
つ
い
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質質答 答

質答

質質 答答

　
　移
住
促
進
施
策
に
お
け
る
今
後
の
展
開

は
い
か
に
。

　
　令
和
４
年
９
月
に
着
任
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
（
関
係
人
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
移
住
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
担

当
）
と
連
携
し
、
協
力
隊
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
活
用
し
た
個
別
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
移

住
体
験
の
実
施
、
ウ
ェ
ブ
広
告
の
配
信
に
加

え
て
、
協
力
隊
が
開
設
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活

用
し
た
情
報
発
信
、
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

上
で
の
市
内
企
業
の
紹
介
の
企
業
数
を
増
や

す
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

質答

井
　野
　正
　臣

井
　野
　正
　臣

い
　
　
　の      

　ま
さ 

　
　お
み

い
　
　
　の      

　ま
さ 

　
　お
み

移
住
促
進
施
策
に
お
け
る
今
後
の
展
開
は

成
　田
　昭
　浩

成
　田
　昭
　浩

な
り
　
　 た
　
　  

あ
き
　
　ひ
ろ

な
り
　
　 た
　
　  

あ
き
　
　ひ
ろ



　15
回
目
と
な
っ
た
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

ま
ち
の
課
題
を
声
に
し
て
議
会
へ
届
け
よ
う

と
題
し
、
昨
年
と
同
様
に
高
校
生
や
専
門
学

校
生
の
参
加
を
募
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　今
回
の
意
見
交
換
で
は
、
各
委
員
会
の
重

点
活
動
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
盛
り
込
み
、
自
由
闊
達
な
議
論
と
世
代

間
交
流
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
感
染
拡
大
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、

感
染
予
防
を
意
識
し
な
が
ら
の
開
催
で
し
た

が
、
参
加
者
か
ら
の
心
待
ち
の
声
や
好
評
な

ど
に
も
励
ま
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
住
民
と

の
対
話
の
機
会
を
創
出
し
、
議
論
す
る
こ
と

の
大
切
さ
や
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る

こ
と
の
意
義
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　次
回
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
改
選
後
の

新
体
制
で
組
織
さ
れ
、
開
催
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　皆
様
と
共
有
し

た
課
題
や
改
善
点

な
ど
を
整
理
し
、

次
代
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　（
伊
藤
）

　北
海
道
登
別
青
嶺
高
等
学
校
で
は
、
地
元

と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
地
域
課
題
を
発
見

し
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
じ
も
と
学

を
開
講
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
授
業
の
一
環
と
し
て
、
議
長

が
学
校
訪
問
し
、
市
議
会
が
取
り
組
む
多
様

性
の
あ
る
議
会
の
ほ
か
、
日
常
生
活
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
の
違
い
と
、
そ
れ
ら

を
包
摂
す
る
大
切
さ
を
講
話
し
ま
し
た
。

　翌
週
に
は
、
議
場
で
実
際
に
市
議
会
議
員

が
質
問
す
る
様
子
を
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　市
議
会
に
限
ら
ず
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
地

元
企
業
や
団
体
と
つ
な
が
る
な
か
で
、
登
別

へ
の
愛
着
を
育
み
、
将
来
の
進
路
を
考
え
る

本
授
業
は
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
す
。

　私
た
ち
市
議
会
に
と
っ
て
は
、
学
生
の
皆

さ
ん
か
ら
新

た
な
価
値
観

を
学
ぶ
機
会

に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
か

ら
も
積
極
的

に
参
画
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　（
辻
）

　本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
各
会
計
補
正
予
算
の

案
件
は
４
件
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
て
通

告
制
と
し
ま
し
た
。

　初
め
に
、
議
案
第
81
号
令
和
４
年
度
登
別
市
一

般
会
計
補
正
予
算
第
９
号
に
つ
い
て
、
質
疑
の

あ
っ
た
事
業
は
、
歳
出
の
総
務
費
で
、
庁
舎
維
持

管
理
経
費
（
本
庁
舎
・
第
二
庁
舎
）
630
万
８
千
円

と
、
繰
越
明
許
費
の
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
更
新

事
業
費
１
億
４
千
926
万
７
千
円
で
あ
り
、
主
な
質

疑
と
し
て
、
電
気
料
金
、
燃
料
価
格
の
高
騰
及
び

高
圧
電
力
需
給
施
設
に
係
る
業
務
用
電
力
需
給
業

務
の
入
札
不
調
に
伴
う
光
熱
水
費
及
び
燃
料
費
の

増
額
の
概
要
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　質
疑
に
対
す
る
答
弁
と
し
て
、
業
務
用
電
力
需

給
業
務
は
、
市
役
所
本
庁
舎
ほ
か
24
施
設
へ
の
電

力
供
給
を
行
う
も
の
で
、
今
般
入
札
を
行
っ
た
と

こ
ろ
辞
退
届
の
提
出
が
あ
り
入
札
が
不
調
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
電
気
最
終
保
障
供
給
約
款
に
基
づ

き
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
と
契
約
し
、

約
２
割
増
し
の
料
金
設
定
に
よ
り
、
光
熱
水
費
が

増
額
と
な
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
他
の
歳
出
と
歳
入
全
般
及
び
債
務
負
担
行

為
に
関
し
て
は
特
に
質
疑
が
な
く
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
案
第
82
号
か
ら
84
号
ま
で
の
令
和
４

年
度
登
別
市
国
民
健
康
保
険
・
学
校
給
食
事
業
・

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
の
各
特
別
会
計
補

正
予
算
３
件
は
特
に
質
疑
な
く
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
　
　
　（
二
瓶
）

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
、
登
別
市
連
合
町
内
会
の

主
催
に
よ
り
、
理
事
の
皆
様
と
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　３
つ
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
行
い
、

１
つ
目
の
「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
」
で
は
、
登
別
市
防
災
基

本
条
例
と
地
域
防
災
計
画
の
違
い
や
役

割
の
疑
問
、
避
難
訓
練
で
判
明
し
た
こ

と
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　２
つ
目
に
議
員
側
よ
り
、
「
住
み
よ

い
マ
チ
に
今
ど
の
よ
う
な
活
動
が
必
要

か
」
で
は
、
現
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
や

町
内
会
に
加
入
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、

防
災
情
報
や
ご
み
の
分
別
を
知
ら
な
い

住
民
が
い
る
と
い
う
課
題
が
挙
が
り
ま

し
た
。

　３
つ
目
に
理
事
側
よ
り
、
「
私
が
議

会
に
期
待
す
る
こ
と
」
で
は
、
議
員
も

各
種
団
体
の
集
会
等
へ
参
加
し
、
情
報

収
集
の
機
会
を
つ
く
る
べ
き
と
い
う
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　提
起
さ
れ
た
課
題
や
ご
意
見
等
は
、

今
後
の
活
動
へ
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

 議会だよりでぃすかす　115号 

北
海
道
登
別
青
嶺
高
等
学
校
の

生
徒
が
市
議
会
を
学
び
ま
し
た

連
合
町
内
会
役
員
と

　
　
意
見
交
換
し
ま
し
た

い  

と
う

に  

へ
い

ち
　だ

つ
じ

▲令和4年10月3日　第15回議会フォーラム
の様子

▲令和4年12月8日　青嶺高校の議会見学の様子

第
15
回
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

予算・決算委員会（令和４年度補正予算審査）［令和４年１２月１３日（火）］

　
　歳
入
・
歳
出
と
実
質
単
年
度
収
支
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　令
和
２
年
度
決
算
に
続
き
黒
字
と
な
り
、

財
政
調
整
基
金
等
に
積
み
立
て
る
こ
と
が
で

き
、
い
っ
と
き
の
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
は

脱
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　安
定
的
な
財
政
運
営
に
は
、
財
政
調
整

基
金
な
ど
最
低
限
10
億
円
は
必
要
と
の
考
え

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

　
　大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
以
外
に
も
、
ク

リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
近
い
将
来
に
更
新
が
必
要
な
大
型
事

業
も
控
え
て
お
り
、
目
途
が
付
く
ま
で
の
当

面
の
間
、
積
み
立
て
が
可
能
な
場
合
に
は
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
へ
の
さ
ら
な
る
積
み
増

し
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
な
投
資
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　そ
の
ほ
か
、
決
算
お
よ
び
現
状
を
踏
ま
え
、

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
や
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
の
総
括
、

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
の
考
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
と
効
果
、

新
庁
舎
整
備
に
向
け
た
新
し
い
働
き
方
へ
の

推
進
、
子
育
て
施
策
、
障
が
い
者
雇
用
や
高

齢
者
施
策
、
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
社
会

の
推
進
な
ど
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

　令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
に
係
る

予
算
・
決
算
委
員
会
の
経
過
と
結
果
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
各
款
ご
と
、
歳

入
で
は
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
２
会

派
の
総
括
質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で
原
案

を
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算

総
額
は
、
歳
入
360
億
73
万
２
千
円
、
歳
出
345

億
３
千
965
万
３
千
円
で
、
翌
年
度
繰
越
財
源

を
引
い
た
実
質
収
支
額
は
14
億
５
千
936
万
７

千
円
の
黒
字
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
に
よ
り
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
を
抑
え
た

こ
と
や
目
減
り
し
て
い
た
財
政
調
整
基
金
等

に
約
７
億
５
千
万
円
の
積
み
立
て
が
で
き
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　特
別
会
計
と
企
業
会
計
で
は
、
簡
易
水
道

事
業
に
つ
い
て
の
質
疑
は
な
く
、
登
別
市
国

民
健
康
保
険
・
学
校
給
食
事
業
・
介
護
保

険
・
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
・
水
道

事
業
及
び
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
歳
入
・

歳
出
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
質
疑
終

了
後
、
全
会
一
致
で
原
案
を
認
定
す
る
こ
と

に
決
定
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、

質
疑
終
了
後
に
採
決
と
な
り
、
賛
成
多
数
で

原
案
を
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
瓶
）

　
　今
後
、
人
口
減
少
に
伴
う
市
税
の
減
少

は
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　本
市
は
令
和
２
年
４
月
か
ら
入
湯
税
率
を

引
き
上
げ
た
経
緯
が
あ
る
。

　自
治
体
に
は
課
税
自
主
権
が
あ
り
、
他
自

治
体
で
は
法
定
外
税
を
設
け
て
い
る
事
例
も

あ
る
が
、
本
市
に
お
い
て
も
確
実
な
歳
入
確

保
の
手
段
と
し
て
法
定
外
税
を
新
設
し
、
税

の
増
収
に
つ
な
げ
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　独
自
に
法
定
外
税
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　全
国
の
導
入
実
績
を
見
る
と
産
業
廃
棄
物
、

核
燃
料
、
環
境
対
策
関
係
税
な
ど
、
そ
の
導

入
事
例
は
限
定
的
で
あ
り
、
導
入
自
治
体
が

一
部
に
留
ま
る
こ
と
な
ど
、
本
市
に
お
い
て

の
導
入
に
つ
い
て
は
課
題
が
多
い
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

　ま
た
、
新
た
な
税
制
の
導
入
に
な
る
と
、

課
税
目
的
や
公
平
性
の
担
保
な
ど
を
最
優
先

で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
財
源
の
確
保
と
い

う
観
点
の
み
の
法
定
外
税
の
導
入
は
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

　歳
入
確
保
に
つ
い
て
は
重
要
事
項
と
捉
え

て
お
り
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
確
実
に
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

 議会だよりでぃすかす　115号 

に  

へ
い

ち
　

 

だ

わ
か  

き

予算・決算委員会（令和3年度決算審査）［令和4年10月24日（月）～２6日（水）］

委
員
長
概
要
報
告

委
員
長
概
要
報
告

市
民
・
前
進
総
括
質
疑

市
民
・
前
進
総
括
質
疑

市
政
ク
ラ
ブ
21
総
括
質
疑

市
政
ク
ラ
ブ
21
総
括
質
疑

学
校
給
食
費
の
今
後
は

　
　令
和
３
年
度
に
お
け
る
本
市
の
学
校
給

食
費
は
他
市
町
村
と
比
較
し
て
高
い
と
認
識

し
て
い
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。

　
　全
道
的
に
み
て
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　そ
の
よ
う
な
中
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　物
価
上
昇
が
続
い
て
お
り
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
献
立
の
工
夫
や
、
安

価
な
食
材
の
選
定
な
ど
可
能
な
限
り
の
努
力

を
行
い
、
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

　今
後
も
物
価
上
昇
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

給
食
費
へ
の
反
映
等
に
つ
い
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質質答 答

質答

質質 答答

　
　移
住
促
進
施
策
に
お
け
る
今
後
の
展
開

は
い
か
に
。

　
　令
和
４
年
９
月
に
着
任
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
（
関
係
人
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
移
住
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
担

当
）
と
連
携
し
、
協
力
隊
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
活
用
し
た
個
別
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
移

住
体
験
の
実
施
、
ウ
ェ
ブ
広
告
の
配
信
に
加

え
て
、
協
力
隊
が
開
設
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活

用
し
た
情
報
発
信
、
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

上
で
の
市
内
企
業
の
紹
介
の
企
業
数
を
増
や

す
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

質答

井
　野
　正
　臣

井
　野
　正
　臣

い
　
　
　の      

　ま
さ 

　
　お
み

い
　
　
　の      

　ま
さ 

　
　お
み

移
住
促
進
施
策
に
お
け
る
今
後
の
展
開
は

成
　田
　昭
　浩

成
　田
　昭
　浩

な
り
　
　 た
　
　  

あ
き
　
　ひ
ろ

な
り
　
　 た
　
　  

あ
き
　
　ひ
ろ
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　常
盤
橋
は
、
中
央
町
お
よ
び
常
盤
町
と

富
士
町
を
結
ぶ
市
民
が
利
用
す
る
橋
で
あ
る

が
、
老
朽
化
が
進
み
、
親
柱
は
数
年
前
よ
り

養
生
シ
ー
ト
を
巻
い
た
状
態
の
た
め
、
早
急

に
補
修
工
事
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
に
。

　
　令
和
２
年
度
の
点
検
で
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
剥
離
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
早
期
に

措
置
を
講
ず
べ
き
段
階
と
判
定
さ
れ
た
。

　令
和
５
年
度
に
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
を
改

定
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
優
先
度
を
上
げ

て
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
早
急
に
修
繕
工

事
の
実
施
を
考
え
て
い
く
。

質答　
　道
路
排
水
対
策
事
業
費
の
今
後
の
取
り

組
み
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
末
で
一
定
の

事
業
効
果
が
得
ら
れ
、
令
和
５
年
度
の
事
業

終
了
に
向
け
対
策
を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、

予
定
通
り
事
業
が
終
了
で
き
る
の
か
。

　
　道
路
排
水
対
策
事
業
は
、
平
成
23
年
度

よ
り
事
業
を
進
め
、
当
初
見
込
ん
で
い
た
排

水
ポ
ン
プ
の
設
置
や
幹
線
と
な
る
排
水
管
渠

の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
一
定
の
事
業
効
果

も
得
ら
れ
て
い
る
。

　今
後
も
、
引
き
続
き
整
備
を
進
め
、
予
定

通
り
事
業
が
完
了
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

質答

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
多
文
化
共
生
事
業
に
お
い
て
海
外

派
遣
を
見
送
っ
た
が
、
中
止
の
決
定
の
過
程

は
ど
う
な
の
か
、
ま
た
、
ほ
か
の
方
法
を
検

討
し
、
事
業
の
実
施
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

　
　令
和
３
年
度
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
サ

イ
パ
ン
市
へ
の
派
遣
を
予
定
し
て
い
た
が
、

渡
航
中
止
勧
告
が
発
出
さ
れ
て
お
り
、
解
除

時
期
が
不
透
明
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
代

替
事
業
を
実
施
す
る
に
は
早
期
の
決
断
が
必

要
だ
っ
た
た
め
断
念
し
た
が
、
今
後
は
最
適

な
開
催
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

質答　
　今
後
の
選
挙
で
も
感
染
症
対
策
も
含
め

た
期
日
前
投
票
の
需
要
が
高
ま
る
と
考
え
る

が
、
設
置
場
所
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

　
　臨
時
的
に
雇
用
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
調
達

に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
期
日
前
投
票

所
の
大
幅
な
拡
大
は
難
し
い
が
、
地
域
の
有

権
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
配
置
に
努
め
る
。

　ま
た
、
４
月
に
執
行
さ
れ
る
統
一
地
方
選

挙
で
は
、
こ
れ
ま
で
期
日
前
投
票
所
が
な

か
っ
た
登
別
地
区
に
新
た
に
投
票
所
を
設
け

る
方
向
で
、
設
置
場
所
の
詳
細
に
つ
い
て
は

地
域
と
協
議
を
進
め
る
。

質答

　季
節
労
働
者
等
の
通
年
雇
用
化
や
冬
期
就

業
機
会
の
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
雇
用

対
策
救
援
事
業
費
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　主
に
公
共
施
設
等
の
清
掃
が
多
い
と
伺

え
る
が
、
公
共
施
設
が
統
廃
合
さ
れ
て
い
く

中
で
、
今
後
の
雇
用
確
保
の
考
え
は
。

　
　施
設
の
統
廃
合
が
進
む
中
に
お
い
て
も
、

就
業
の
機
会
が
著
し
く
減
少
す
る
こ
と
の
無

い
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
雇

用
の
確
保
に
向
け
て
、
関
係
団
体
と
の
情
報

の
交
換
や
共
有
を
し
な
が
ら
、
事
業
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質答　
　令
和
３
年
度
に
続
き
本
年
度
も
、
ブ
リ

が
大
漁
で
、
水
揚
げ
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

市
民
へ
の
食
文
化
は
定
着
さ
れ
て
い
な
い
現

状
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

　
　海
水
温
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
近
年
漁

獲
さ
れ
る
魚
種
は
、
ブ
リ
や
マ
グ
ロ
、
サ
メ

な
ど
の
暖
か
い
海
域
に
い
る
魚
も
漁
獲
さ
れ

て
お
り
、
主
要
魚
種
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や
サ

ケ
類
だ
け
で
は
な
い
。

　新
た
な
水
産
資
源
と
し
て
ブ
リ
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質答

　
　省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
防
犯
灯
へ
の
切
り
替

え
が
進
ん
で
い
る
が
、
100
％
に
達
し
た
と
き

に
当
該
事
業
は
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
な
ど
へ
の
補
助
を

検
討
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　今
後
も
新
設
や
改
修
な
ど
が
見
込
ま
れ

る
た
め
事
業
は
継
続
す
る
が
、
今
後
に
つ
い

て
は
庁
内
全
体
で
の
議
論
と
な
る
。

　当
該
事
業
の
補
助
額
が
減
少
し
、
各
町
内

会
に
対
す
る
電
気
料
金
の
補
助
額
も
減
少
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
庁
内
全
体
で
の
議

論
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

質答　
　資
源
回
収
量
が
減
少
傾
向
の
理
由
は
。

　
　町
内
会
参
加
団
体
数
は
横
ば
い
で
、
詳

細
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
や
人
口
減
少
に
伴
い
、
回
収
量

が
減
少
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　町
内
会
未
加
入
の
住
民
は
３
割
お
り
、

回
収
対
象
の
掘
り
起
こ
し
と
し
て
、
ア
パ
ー

ト
専
用
の
回
収
箱
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、
町
内

会
未
加
入
者
な
ど
を
対
象
に
、
行
政
に
よ
る

公
共
施
設
な
ど
で
の
拠
点
回
収
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質質 答答

コロナ禍での給食センターの対応策は

期
日
前
投
票
所
を
拡
大
す
る
考
え
は

佐
々
木
　久
美
子

佐
々
木
　久
美
子

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

資
源
回
収
量
の
減
少
対
策
の
考
え
は

千
　田
　文
　孝

千
　田
　文
　孝

ち
　
　
　 だ
　
　  

ふ
み
　
　 た
か

ち
　
　
　 だ
　
　  

ふ
み
　
　 た
か

ア
イ
ヌ
文
化
啓
発
に
向
け
て
の
努
力
を

米
　田
　登
美
子

米
　田
　登
美
子

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金
の
今
後
は

小
　栗
　義
　朗

小
　栗
　義
　朗

お
　
　
　ぐ
り
　
　よ
し
　
　 ろ
う

お
　
　
　ぐ
り
　
　よ
し
　
　 ろ
う

季
節
労
働
者
等
へ
の
継
続
的
な
安
定
就
労
を

伊
　藤
　健
　太

伊
　藤
　健
　太

い
　
　   

と
う       

け
ん        

た 

い
　
　   

と
う       

け
ん        

た 

新
た
な
る
一
次
産
品
の
創
出
を

今
　野
　幹
　大

今
　野
　幹
　大

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

来
馬
川
に
架
か
る
常
盤
橋
の
現
状
を
伺
う

若
　木
　康
　夫

若
　木
　康
　夫

わ
か
　
　   

き        

や
す         

お

わ
か
　
　   

き        

や
す         

お

道
路
排
水
対
策
事
業
の
進
捗
と
完
了
予
定
は

天
神
林
　美
　彦

天
神
林
　美
　彦

て
ん
じ
ん
ば
や
し      

よ
し       

ひ
こ

て
ん
じ
ん
ば
や
し      

よ
し       

ひ
こ

　
　指
定
管
理
公
園
の
利
用
促
進
事
業
は
。

　
　亀
田
記
念
公
園
で
は
、
子
育
て
世
代
を

対
象
に
、
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
る
。

　
　公
園
内
で
の
移
動
販
売
の
出
店
数
は
。

　
　地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
出
店
は
あ
っ
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
以
外
で
の
出
店
は
な
か
っ
た
。

　
　亀
田
記
念
公
園
な
ど
、
大
き
な
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
移
動
販
売
の
公
募
は
。

　
　公
園
の
利
便
性
の
向
上
も
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
公
園
を
活
用
し
た
移
動
販
売
の

公
募
に
つ
い
て
協
議
し
、
検
討
し
て
い
く
。
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　令和５年第１回定例会は２月14日(火)から開催
される予定です。
　本会議や各委員会は、スマートフォンやパソコ
ンからでもご覧いただけます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大
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はお控えいただき、スマートフォンやパ
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質答質答質答　
　子
ど
も
た
ち
に
本
の
魅
力
を
伝
え
る
に

は
、
大
変
よ
い
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
一
層
推
進
す
る
た
め
の
課
題
を
伺
う
。

　
　現
在
の
と
こ
ろ
、
市
内
全
小
学
校
お
よ

び
中
学
校
に
学
校
司
書
を
配
置
し
て
い
る
が
、

１
名
で
２
つ
の
学
校
を
兼
務
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
全
て
の
学
校
に
配
置
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
中
学
校
へ
の
展

開
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
が
、
財
源
や
学
校

司
書
の
資
格
を
持
つ
人
材
の
発
掘
、
確
保
が

課
題
で
あ
る
。

質答

　
　こ
ど
も
110
番
ス
タ
デ
ィ
ち
ゃ
ん
の
家
の

マ
ッ
プ
は
あ
る
の
か
。

　
　毎
年
、
小
学
校
の
学
区
ご
と
に
作
成
し
、

各
小
学
校
に
配
布
し
て
い
る
。

　
　マ
ッ
プ
は
、
児
童
や
保
護
者
へ
配
布
し

た
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
り
は
し

な
い
の
か
。

　
　市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
、

マ
ッ
プ
や
役
割
の
ほ
か
、
こ
ど
も
110
番
ス
タ

デ
ィ
ち
ゃ
ん
の
家
へ
の
駆
け
込
み
訓
練
の
写

真
な
ど
を
活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
際
に
駆

け
込
む
の
か
な
ど
、
周
知
を
図
り
た
い
。

質質 答答

新
一
年
生
が
胸
を
と
き
め
か
せ
て
入
学
式
へ

　
　令
和
３
年
度
の
決
算
状
況
を
単
純
に
利

用
人
数
の
24
人
で
割
る
と
、
一
人
当
た
り
年

間
50
万
円
の
経
費
を
要
し
て
お
り
、
徒
歩
通

学
が
困
難
な
地
域
に
居
住
す
る
児
童
・
生
徒

の
通
学
に
は
必
要
な
事
業
で
あ
る
が
、
今
後

の
費
用
削
減
に
向
け
た
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　経
費
に
つ
い
て
は
、
対
象
人
数
や
対
象

地
域
の
状
況
等
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
移
動

手
段
を
採
用
す
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動

す
る
た
め
、
所
要
額
の
検
討
の
際
は
費
用
面

だ
け
で
は
な
く
、
通
学
中
の
安
全
面
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質答　「
入
学
式
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
次
年
度
の

ラ
ン
ド
セ
ル
の
販
売
が
始
ま
り
、
入
学
準
備

金
が
出
る
ま
で
つ
ら
か
っ
た
」
と
の
声
が
あ

り
、
給
付
時
期
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　入
学
の
１
か
月
前
で
な
け
れ
ば
、
ラ
ン

ド
セ
ル
な
ど
が
揃
え
ら
れ
な
い
の
は
、
子
ど

も
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　国
の
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
場
合
は
、
給

付
時
期
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　保
護
者
の
生
活
状
況
は
子
ど
も
の
学
校
生

活
に
関
わ
る
た
め
、
解
決
で
き
る
こ
と
は
早

急
に
対
応
い
た
だ
き
た
い
と
提
言
し
ま
し
た
。

質答 ス
ク
ー
ル
バ
ス•

タ
ク
シ
ー
の
経
費
削
減
は

田

　中

　寛

　志

田

　中

　寛

　志

た

　
　

  

な
か

　
　

 

か
ん

　
　

  

じ

た

　
　

  

な
か

　
　

 

か
ん

　
　

  

じ

渡
　辺
　
　
　勉

渡
　辺
　
　
　勉

わ
た       

な
べ                   

つ
と
む

わ
た       

な
べ                   

つ
と
む

国会・政府に３件の意見書を提出
　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を
要請するために関係機関に提出するものです。
　第４回定例会では次の意見書を可決し、国
会・政府へ提出しました。
　詳しい内容は、市議会ウェブサイトでご覧い
ただけます。

↑詳しい質疑の内容を録画配信でご覧いただけます。
スマートフォン等をお持ちの方は、上の二次元コードからご覧下さい。

決算審査（左:10月24日  中央:10月25日  右:10月26日）

公
園
ま
た
は
広
場
の
利
用
促
進
へ

宮

　武

　祥

　子

宮

　武

　祥

　子

み
や

　
　

 

た
け      

し
ょ
う       

こ

み
や

　
　

 

た
け      

し
ょ
う       

こ

学
校
図
書
館
司
書
配
置
事
業
の
課
題
は

工
　藤
　俱
二
雄

工
　藤
　俱
二
雄

く        

ど
う        

く    

に    

お

く        

ど
う        

く    

に    

お

子
ど
も
の
一
時
的
緊
急
避
難
所
の
周
知
を

足
　立
　知
　也

足
　立
　知
　也

あ
　
　
　だ
ち
　
　と
も
　
　
　や

あ
　
　
　だ
ち
　
　と
も
　
　
　や

知的障がい者及び知的障がい行政への国の
対応拡充を求める意見書
帯状疱疹ワクチン接種への助成並びに定期
接種化を求める意見書
学校部活動の地域移行に関する意見書
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　常
盤
橋
は
、
中
央
町
お
よ
び
常
盤
町
と

富
士
町
を
結
ぶ
市
民
が
利
用
す
る
橋
で
あ
る

が
、
老
朽
化
が
進
み
、
親
柱
は
数
年
前
よ
り

養
生
シ
ー
ト
を
巻
い
た
状
態
の
た
め
、
早
急

に
補
修
工
事
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
に
。

　
　令
和
２
年
度
の
点
検
で
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
剥
離
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
早
期
に

措
置
を
講
ず
べ
き
段
階
と
判
定
さ
れ
た
。

　令
和
５
年
度
に
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
を
改

定
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
優
先
度
を
上
げ

て
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
早
急
に
修
繕
工

事
の
実
施
を
考
え
て
い
く
。

質答　
　道
路
排
水
対
策
事
業
費
の
今
後
の
取
り

組
み
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
末
で
一
定
の

事
業
効
果
が
得
ら
れ
、
令
和
５
年
度
の
事
業

終
了
に
向
け
対
策
を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、

予
定
通
り
事
業
が
終
了
で
き
る
の
か
。

　
　道
路
排
水
対
策
事
業
は
、
平
成
23
年
度

よ
り
事
業
を
進
め
、
当
初
見
込
ん
で
い
た
排

水
ポ
ン
プ
の
設
置
や
幹
線
と
な
る
排
水
管
渠

の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
一
定
の
事
業
効
果

も
得
ら
れ
て
い
る
。

　今
後
も
、
引
き
続
き
整
備
を
進
め
、
予
定

通
り
事
業
が
完
了
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

質答

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
多
文
化
共
生
事
業
に
お
い
て
海
外

派
遣
を
見
送
っ
た
が
、
中
止
の
決
定
の
過
程

は
ど
う
な
の
か
、
ま
た
、
ほ
か
の
方
法
を
検

討
し
、
事
業
の
実
施
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

　
　令
和
３
年
度
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
サ

イ
パ
ン
市
へ
の
派
遣
を
予
定
し
て
い
た
が
、

渡
航
中
止
勧
告
が
発
出
さ
れ
て
お
り
、
解
除

時
期
が
不
透
明
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
代

替
事
業
を
実
施
す
る
に
は
早
期
の
決
断
が
必

要
だ
っ
た
た
め
断
念
し
た
が
、
今
後
は
最
適

な
開
催
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

質答　
　今
後
の
選
挙
で
も
感
染
症
対
策
も
含
め

た
期
日
前
投
票
の
需
要
が
高
ま
る
と
考
え
る

が
、
設
置
場
所
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

　
　臨
時
的
に
雇
用
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
調
達

に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
期
日
前
投
票

所
の
大
幅
な
拡
大
は
難
し
い
が
、
地
域
の
有

権
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
配
置
に
努
め
る
。

　ま
た
、
４
月
に
執
行
さ
れ
る
統
一
地
方
選

挙
で
は
、
こ
れ
ま
で
期
日
前
投
票
所
が
な

か
っ
た
登
別
地
区
に
新
た
に
投
票
所
を
設
け

る
方
向
で
、
設
置
場
所
の
詳
細
に
つ
い
て
は

地
域
と
協
議
を
進
め
る
。

質答

　季
節
労
働
者
等
の
通
年
雇
用
化
や
冬
期
就

業
機
会
の
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
雇
用

対
策
救
援
事
業
費
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　主
に
公
共
施
設
等
の
清
掃
が
多
い
と
伺

え
る
が
、
公
共
施
設
が
統
廃
合
さ
れ
て
い
く

中
で
、
今
後
の
雇
用
確
保
の
考
え
は
。

　
　施
設
の
統
廃
合
が
進
む
中
に
お
い
て
も
、

就
業
の
機
会
が
著
し
く
減
少
す
る
こ
と
の
無

い
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
雇

用
の
確
保
に
向
け
て
、
関
係
団
体
と
の
情
報

の
交
換
や
共
有
を
し
な
が
ら
、
事
業
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質答　
　令
和
３
年
度
に
続
き
本
年
度
も
、
ブ
リ

が
大
漁
で
、
水
揚
げ
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

市
民
へ
の
食
文
化
は
定
着
さ
れ
て
い
な
い
現

状
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

　
　海
水
温
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
近
年
漁

獲
さ
れ
る
魚
種
は
、
ブ
リ
や
マ
グ
ロ
、
サ
メ

な
ど
の
暖
か
い
海
域
に
い
る
魚
も
漁
獲
さ
れ

て
お
り
、
主
要
魚
種
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や
サ

ケ
類
だ
け
で
は
な
い
。

　新
た
な
水
産
資
源
と
し
て
ブ
リ
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質答

　
　省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
防
犯
灯
へ
の
切
り
替

え
が
進
ん
で
い
る
が
、
100
％
に
達
し
た
と
き

に
当
該
事
業
は
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
な
ど
へ
の
補
助
を

検
討
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　今
後
も
新
設
や
改
修
な
ど
が
見
込
ま
れ

る
た
め
事
業
は
継
続
す
る
が
、
今
後
に
つ
い

て
は
庁
内
全
体
で
の
議
論
と
な
る
。

　当
該
事
業
の
補
助
額
が
減
少
し
、
各
町
内

会
に
対
す
る
電
気
料
金
の
補
助
額
も
減
少
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
庁
内
全
体
で
の
議

論
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

質答　
　資
源
回
収
量
が
減
少
傾
向
の
理
由
は
。

　
　町
内
会
参
加
団
体
数
は
横
ば
い
で
、
詳

細
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
や
人
口
減
少
に
伴
い
、
回
収
量

が
減
少
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　町
内
会
未
加
入
の
住
民
は
３
割
お
り
、

回
収
対
象
の
掘
り
起
こ
し
と
し
て
、
ア
パ
ー

ト
専
用
の
回
収
箱
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、
町
内

会
未
加
入
者
な
ど
を
対
象
に
、
行
政
に
よ
る

公
共
施
設
な
ど
で
の
拠
点
回
収
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質質 答答

コロナ禍での給食センターの対応策は

期
日
前
投
票
所
を
拡
大
す
る
考
え
は

佐
々
木
　久
美
子

佐
々
木
　久
美
子

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

資
源
回
収
量
の
減
少
対
策
の
考
え
は

千
　田
　文
　孝

千
　田
　文
　孝

ち
　
　
　 だ
　
　  

ふ
み
　
　 た
か

ち
　
　
　 だ
　
　  

ふ
み
　
　 た
か

ア
イ
ヌ
文
化
啓
発
に
向
け
て
の
努
力
を

米
　田
　登
美
子

米
　田
　登
美
子

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金
の
今
後
は

小
　栗
　義
　朗

小
　栗
　義
　朗

お
　
　
　ぐ
り
　
　よ
し
　
　 ろ
う

お
　
　
　ぐ
り
　
　よ
し
　
　 ろ
う

季
節
労
働
者
等
へ
の
継
続
的
な
安
定
就
労
を

伊
　藤
　健
　太

伊
　藤
　健
　太

い
　
　   

と
う       

け
ん        

た 

い
　
　   

と
う       

け
ん        

た 

新
た
な
る
一
次
産
品
の
創
出
を

今
　野
　幹
　大

今
　野
　幹
　大

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

来
馬
川
に
架
か
る
常
盤
橋
の
現
状
を
伺
う

若
　木
　康
　夫

若
　木
　康
　夫

わ
か
　
　   

き        

や
す         

お

わ
か
　
　   

き        

や
す         

お

道
路
排
水
対
策
事
業
の
進
捗
と
完
了
予
定
は

天
神
林
　美
　彦

天
神
林
　美
　彦

て
ん
じ
ん
ば
や
し      

よ
し       

ひ
こ

て
ん
じ
ん
ば
や
し      

よ
し       

ひ
こ

　
　指
定
管
理
公
園
の
利
用
促
進
事
業
は
。

　
　亀
田
記
念
公
園
で
は
、
子
育
て
世
代
を

対
象
に
、
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
る
。

　
　公
園
内
で
の
移
動
販
売
の
出
店
数
は
。

　
　地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
出
店
は
あ
っ
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
以
外
で
の
出
店
は
な
か
っ
た
。

　
　亀
田
記
念
公
園
な
ど
、
大
き
な
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
移
動
販
売
の
公
募
は
。

　
　公
園
の
利
便
性
の
向
上
も
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
公
園
を
活
用
し
た
移
動
販
売
の

公
募
に
つ
い
て
協
議
し
、
検
討
し
て
い
く
。

 議会だよりでぃすかす　115号 

　令和５年第１回定例会は２月14日(火)から開催
される予定です。
　本会議や各委員会は、スマートフォンやパソコ
ンからでもご覧いただけます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、できる限り来場しての傍聴
はお控えいただき、スマートフォンやパ
ソコンから議会中継をご覧くださいます
ようお願いします。

議会中継をスマートフォンなどで閲覧しませんか？

発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会 問い合わせ ☎8592 20／ gikai@city.noboribetsu.lg.jp

質答質答質答　
　子
ど
も
た
ち
に
本
の
魅
力
を
伝
え
る
に

は
、
大
変
よ
い
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
一
層
推
進
す
る
た
め
の
課
題
を
伺
う
。

　
　現
在
の
と
こ
ろ
、
市
内
全
小
学
校
お
よ

び
中
学
校
に
学
校
司
書
を
配
置
し
て
い
る
が
、

１
名
で
２
つ
の
学
校
を
兼
務
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
全
て
の
学
校
に
配
置
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
中
学
校
へ
の
展

開
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
が
、
財
源
や
学
校

司
書
の
資
格
を
持
つ
人
材
の
発
掘
、
確
保
が

課
題
で
あ
る
。

質答

　
　こ
ど
も
110
番
ス
タ
デ
ィ
ち
ゃ
ん
の
家
の

マ
ッ
プ
は
あ
る
の
か
。

　
　毎
年
、
小
学
校
の
学
区
ご
と
に
作
成
し
、

各
小
学
校
に
配
布
し
て
い
る
。

　
　マ
ッ
プ
は
、
児
童
や
保
護
者
へ
配
布
し

た
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
り
は
し

な
い
の
か
。

　
　市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
、

マ
ッ
プ
や
役
割
の
ほ
か
、
こ
ど
も
110
番
ス
タ

デ
ィ
ち
ゃ
ん
の
家
へ
の
駆
け
込
み
訓
練
の
写

真
な
ど
を
活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
際
に
駆

け
込
む
の
か
な
ど
、
周
知
を
図
り
た
い
。

質質 答答

新
一
年
生
が
胸
を
と
き
め
か
せ
て
入
学
式
へ

　
　令
和
３
年
度
の
決
算
状
況
を
単
純
に
利

用
人
数
の
24
人
で
割
る
と
、
一
人
当
た
り
年

間
50
万
円
の
経
費
を
要
し
て
お
り
、
徒
歩
通

学
が
困
難
な
地
域
に
居
住
す
る
児
童
・
生
徒

の
通
学
に
は
必
要
な
事
業
で
あ
る
が
、
今
後

の
費
用
削
減
に
向
け
た
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　経
費
に
つ
い
て
は
、
対
象
人
数
や
対
象

地
域
の
状
況
等
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
移
動

手
段
を
採
用
す
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動

す
る
た
め
、
所
要
額
の
検
討
の
際
は
費
用
面

だ
け
で
は
な
く
、
通
学
中
の
安
全
面
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質答　「
入
学
式
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
次
年
度
の

ラ
ン
ド
セ
ル
の
販
売
が
始
ま
り
、
入
学
準
備

金
が
出
る
ま
で
つ
ら
か
っ
た
」
と
の
声
が
あ

り
、
給
付
時
期
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　入
学
の
１
か
月
前
で
な
け
れ
ば
、
ラ
ン

ド
セ
ル
な
ど
が
揃
え
ら
れ
な
い
の
は
、
子
ど

も
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　国
の
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
場
合
は
、
給

付
時
期
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　保
護
者
の
生
活
状
況
は
子
ど
も
の
学
校
生

活
に
関
わ
る
た
め
、
解
決
で
き
る
こ
と
は
早

急
に
対
応
い
た
だ
き
た
い
と
提
言
し
ま
し
た
。

質答 ス
ク
ー
ル
バ
ス•

タ
ク
シ
ー
の
経
費
削
減
は

田

　中

　寛

　志

田

　中

　寛

　志

た

　
　

  

な
か

　
　

 

か
ん

　
　

  

じ

た

　
　

  

な
か

　
　

 

か
ん

　
　

  

じ

渡
　辺
　
　
　勉

渡
　辺
　
　
　勉

わ
た       

な
べ                   

つ
と
む

わ
た       

な
べ                   

つ
と
む

国会・政府に３件の意見書を提出
　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を
要請するために関係機関に提出するものです。
　第４回定例会では次の意見書を可決し、国
会・政府へ提出しました。
　詳しい内容は、市議会ウェブサイトでご覧い
ただけます。

↑詳しい質疑の内容を録画配信でご覧いただけます。
スマートフォン等をお持ちの方は、上の二次元コードからご覧下さい。

決算審査（左:10月24日  中央:10月25日  右:10月26日）

公
園
ま
た
は
広
場
の
利
用
促
進
へ

宮

　武

　祥

　子

宮

　武

　祥

　子

み
や

　
　

 

た
け      

し
ょ
う       

こ

み
や

　
　

 

た
け      

し
ょ
う       

こ

学
校
図
書
館
司
書
配
置
事
業
の
課
題
は

工
　藤
　俱
二
雄

工
　藤
　俱
二
雄

く        

ど
う        

く    

に    

お

く        

ど
う        

く    

に    

お

子
ど
も
の
一
時
的
緊
急
避
難
所
の
周
知
を

足
　立
　知
　也

足
　立
　知
　也

あ
　
　
　だ
ち
　
　と
も
　
　
　や

あ
　
　
　だ
ち
　
　と
も
　
　
　や

知的障がい者及び知的障がい行政への国の
対応拡充を求める意見書
帯状疱疹ワクチン接種への助成並びに定期
接種化を求める意見書
学校部活動の地域移行に関する意見書
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　 https://www.city.
　 noboribetsu.lg.jp/

◀Ｅメール
　 pr@city.
　 noboribe
　 tsu.lg.jp

◀フェイスブック
　@noboribe
　tsu.city

◀ＬＩＮＥ
　@noboribe
　tsucity

◀YouTube
　https://www.
　youtube.com/
　user/Noboribe
　tsuOfficial/

新型コロナワクチン接種に
関するお知らせ
問い合わせ　新型コロナワクチン接種対策グループ（☎81２７７０・81２７７1）

前回の接種から３カ月以上が経過した方
お早めの接種をご検討ください

生後６カ月～４歳のお子さんが接種を受けられる保護者の方へ

接種を受けるには予約が必要です

オミクロン株対応ワクチンの接種は１人１回です

　前回接種日は、お手元の接種券一体型予診票に記載されていますので、そちらを確認ください。
　オミクロン株対応ワクチンは、２回目までの接種が完了しないと接種を受けられません。２回目までの接種が完
了していない方は、新型コロナワクチン接種対策グループにご相談ください。

　集団接種または接種を行っている医療機関にまずはご予約ください。予約の方法や
連絡先は、市公式ウェブサイトをご確認ください。

※４月１日㈯以降、取り扱いは未定です。決定しましたら市公式ウェブサイトなど
　でお知らせします。

対　象　２回目接種を完了してから３カ月以上が経過した16歳以上の方
持ち物　接種券一体型予診票、予防接種済証、本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証など）、お薬手帳
　（お持ちの方）

◀市公式ウェブ
　サイト

２月の集団接種

４日㈯
18日㈯
25日㈯

日程 時間 会場 予約方法

15時～18時 登別中央ショッピング
センター・アーニス

●市予約ウェブサイト
　https://vaccines.sciseed.jp/noboribetsu
●市新型コロナワクチンコールセンター
　（有料・8時～20時受付） ☎0570ｰ035ｰ056

※使用するワクチンは、モデルナ社製オミクロン株（ＢＡ．１）対応ワクチンです。

※肩を出しやすい服装でお越しください。

体調不良や急な用事などで、接種予約をキャンセルするときは、ワクチンの
有効活用などのために必ずご連絡ください
　自院で予約受付をしている医療機関は直接医療機関へ、集団接種やその他の医療機関は市
コールセンターへ連絡をお願いします。

　接種は強制ではありません。市公式ウェブサイトに掲載の資料などを基に接種を受けることのメリットとデ
メリットを必ず把握していただき、接種をご判断ください。
　乳幼児対象の接種は３回で、１回目と２回目の間は３週間、２回目と３回目の間は８週間の接種間隔が必要
となります。
　現在、国では新型コロナワクチン接種の実施期限を３月31日㈮までとしており、
４月１日㈯以降の取り扱いは未定です。
　また、さまざまな事情で３月31日㈮までに３回目接種までを完了できなくても、
一定の効果は期待されます。可能な範囲で接種を検討ください。

◀市公式ウェブ
　サイト

※１月13日現在の情報を掲載しています。最新の情報は市公式ウェブサイトなどでお知らせしますので、随時ご確
　認ください。


